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はじめに

平成5年1月6日から1月30日にかけて､ブラジル連邦共和国ピアウイ州およびアマゾナ

ス州において､ピアウイ州テレジーナ周辺農村地区農業開発マスタープランおよびアマゾ

ナス州マディラ河パルゼィア農業開発計画の2実について事前調査を実施した｡

ピアウイ州はブラジルの中で最貧州に当たり､ 1人当たりGNPではブラジル全平均の

1/3といわれている｡さらに､地方部は極めて貧しい状況にあり､近年州都テレジーナ

への人口集中が問題となりつつある｡この状況を打開するためには地方部の開発を進め､

州の食糧生産を増加させ､地方部の活性化を図る必要があるが､現在のところ､これと

いった開発計画がないため､対策をとれずにいる状況である｡

州政府の中では､州の中でもある程度インフラの整備された地区(テレジーナ周辺)で系

統立てた計画があったならば､公共投資､民間投資が導入できるのではないかという考え

があり､今回はそれに基づき事前調査が実施された｡ピアウイ州政府は､この計画の実施

に向け鏡意努力してきた｡さらに､日本側からの援助にも大きな期待を持っている｡

アマゾナス州は､ブラジルで最大の面積を有する州であるが､広大な面積のため基礎的イ

ンフラが整備されていない状況にある｡当州は広大な州であるにもかかわらず､農業生産

がはとんど行なわれておらず､州の食糧を他州に依存している状況にある｡さらに､当州

の地方部の生活環境は極めて悪く､自給自足さえも満足に達成しえない状況にある｡当州

においても地方部の過疎化は激しく､州都マナウス市の人口は増加の一途をたどっている｡

しかしながら､マナウス市は近年の工業政策のあおりを受け不況が続き､州都に集ヰする

人口を雇用できないばかりでなく近年は解雇の状況にあり､都市のスラム化が進行しつつ

ある｡

州政府はこれらの状況に苦慮し､地方部の開発を進めようとしている｡当調査対象地区マ

ディラ河沿いのパルゼィアは､土地が肥沃であり､ある程度のインフラ整備(貯蔵･運搬

施設)が整えば比較的容易に開発が可能な地区である｡さらに､環境の面からも環境を破

壊することなしに開発を可能ならしめる地区であることから州政府は､この地区を開発し､

基礎的インフラを整備し､地区住民の生活環境の改善を図ろうと計画している｡さらに､

地区住民の熱意も高く､州政府に対し開発を熱望している状況である0



調査の実施にあたっては､ピアウイ州企画局､アマゾナス州環境科学技術局､農業局､企

画局の多大な協力を得た｡特にピアウイ州ナカヤマ補佐官､アマゾナス州ナガオカ補佐官､

ゴベイア補佐官､エサシカ補佐官およびミキマナウス市議には大変お世話になり､さらに

地方市役所等の協力を得たことに対し深甚なる謝意を表する次第です0

平成5年1月

ブラジル連共和国農業開発事業

事前調査団 本城 正行
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アマゾン河

アマゾン何よりノーボアリ

ボナン市をのぞむ

(市人口4万程度)

アマゾン河より

マニコレ市をのぞむ

(市人口6万程度)
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ピアウイ州テレジーナ周辺農村地区農業開発マスタープラン



テレジーナ市周辺地区農村開発マスタープラン
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I.ピアウイ州テレジーナ周辺農村地区農業開発マスタープラン

Ⅰ-1 ピアウイ州の一般概況

ピアウイ州は南緯2o 44一-10o 52一､西経40o 25一-45o 59一に位置し､東北伯の一部

をなしているo総面積は 250,934仙垂で､人口は1980年度のセンサスによると214万人

となっている｡

人口増加率は､州平均では1.8%/yearとなっているが､都市部､特に州都テレジー

ナへの人口集中は著しく､テレジーナ市の人口増加率は4.6%/yearとなっている｡

気象は､州全体の65%が熱帯性気候､ 35%が半乾燥型の気候帯となっている｡夏から

秋(12月-4月)にかけて降雨があり､冬から春(6月-11月)の間乾燥する｡年間

降雨量は､内陸部にかけて700皿m/yearと少なくなり､海岸地帯で4,600mm/yearと

多くなっている｡当調査対象地区の降雨は年平均1,400皿m/yearとなっている｡植生

に関しては､セラードおよびカーチンガと呼ばれる植生が分布している｡

当州は､東北伯の中では水資源､土地資源を有し､自然資源は豊かな州であるものの､

その利用度は低く､ほとんど未利用の状況にある｡

水資源に関しては､ピアウイ州西端部を流れるパルナイバ河(流域面積332,858舶)

を有し､表流水源としては豊かであり､さらに地下水源に関しても豊富な地下水源を

有する州である｡現在､これらの水源はパルナイバ河中流部にあるボアエスペランサ

ダムによる発電を除き未利用の状況にある｡土地資源に関しては､当州ははぼ平坦な

地形のため大体耕作可能であるが､耕作に利用されている地区はわずかで大半が半放

置の状態にある｡パルナイバ河中下流域は､パパス林で覆われている｡

交通の便はあまり発達しておらず､舗装道路はBR-343､ B定一316､ BR1230の道路がある

のみで､交通路網もあまり発達していない｡電力網に関しては､主要市町村には電化

が進んでいるが､地方部ではあまり普及していない状況にある｡

教育に関しては､地方部では義務教育がなされているものの地方部では学校が不足し

ている状況にある｡一般的に地方部においては十分な学校教育を受けられない箇所が

多数存在する｡

-2-



Ⅰ-2 ビアウイ州の経済概況

ピアウイ州は､ブラジルの中で最貧州で､ 1人当たりGNP換算では,ブラジル全平

均の1/3､東北伯地方の1/2となっている｡

州にはこれといった経済活動はなく､農業に依存した州である｡しかしながら､農業

の州総生産額に占める割合は年々減少してきており､ 1987年度の総計では19%となっ

ている.主要な産業はサービス業となっており､州の経済は年々悪化の傾向にある.

地区別に見ると､州都テレジーナに主な産業活動が集中しており､州南部の経済活動

への寄与度は低いものである｡ピアウイ州の経済活動はテレジーナ､パルナイバ市等

の市に依存しており､他の地区は極めて貧しい状況にある｡特に農村部の径済状況は

悪く､はぼ自給自足的軽済を営んでいる｡

当州には恵まれた自然を有するものの,これといった産業がない上に､さらに食糧の

移入州であり､州の貿易収支は悪化の一途をたどっている｡

1人当たりGNP

(ブラジル､東北伯およぴピアウイ州

133

5【川

Hl

218

0 当
19I)

(プラヮル)

(東北伯)

(ビアウイ州)

広==l

由
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Ⅰ-3 ピアウイ州の農業

(1)概 況

農業部門の州総生産額に占める割合は19%と低いものの､州内における経済活動

人口の58%農村部に居住しており､食糧および工業原料の供給という役割を果し

ている｡しかしながら､その農業形態は旧態依然のものであり､零細農家によっ

て占められている｡土地生産性は､技術力不足､資金不足等に起因し､非常に低

い状態にある｡

主な耕作物は､とうもろこし､フェジョン豆､米､マンジョカ等であるが､面積､

収穫量とも低く､当州ほ基礎食品､家畜飼料等を他州に依存している｡当州の主

要穀物作付面積および収穫高は､以下のとおりである｡

主要穀物作付面積および平均収穫高

1985(ha) 1990(ha) 平均収穫高(t/ha)

とうもろこし 363,000 395,000 0.78

フェジョン 296,000 285,000 0.25

米(陸稲) 199,000 221,000 1.04

米(水稲) 12,000 14,000 4.0

マンジョカ 67,000 166,000 13.4

綿花 212,000 140,000 0.5

(出典: IBGE)

当州の平均収穫高は､近年､大規模耕作者により耕作されている米(水稲)を除

き､極めて低い状況にある｡

-4-



図にピアウイ州の農業概況を示す｡地区的には農業生産は､テレジーナ､パルナ

イバ市周辺に集中している｡
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(2)土地所有

当州の農家は､ 10ha以下の小規模農家によって占められており､全農家数の71%

を占めている｡しかしながら､これらの小規模農家の耕地面積が全耕地面積に占

める割合は､わずかに3%程度と低い状況にある｡次表に経営規模別農家数およ

び面積を示す｡

経営規模別農家戸数および面積(1985年)

経営規模
農家戸数 面積合計
(1,000戸) (1,000ha)

10ha以下

1ha以下 62.7 37.0

1-2ha 58.5 75.1

2-5ha 54.2 154.7

5-10ha 18.9 125.4

小計 194.3 392.2

10ha-100ha

10-20ha 17.5 236.5

20-50ha 24.7 785.9

50-100ha 15.7 1,074.7

小計 57.9 2,097.1

100ha-1,000ha

100-200ha 10.2 1,341.0

200-500ha 6.0 1,792.5

500-1,000ha 1.9 1,304.0

小計 18.1 4,437.5

1,000ha-10,000ha

1,000-2,000ha 0.9 1,150.5

2,000-2,500ha 0.4 1,090.5

2,500-5,000ha

5,000-10,000ha 0.1 808.1

小計 1.4 3,049.1

10,000以上

10,000-100,000ha 0.1 1,359.9

150,000ha以上 354.9

小計 0.1 1,714.8

申告なし 0.2

合計 272.0 ll,690.8

出所: IBGE
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(3)かんがい農業

ピアウイ州のかんがい計画は､ピアウイ州開発公社(COXI)Ep二 )が担当しており､

同公社がプラン､プログラムおよびプロジェクトの実施機関となっている｡

当州250,000細のうち､かんがい農業可能な地区は､さらに詳しいスタディを必

要とするが､約8,600棚- 100,000棚といわれている｡このうち開発された地区

はわずかで､主なかんがい地区は以下のとおりである｡

主なかんがいプロジェクト

プロジェクト名
かんがい面積(ha)

実施済 ポテンシャル

Caldeir畠o 388 455

Fidalgo 275 470

Gurgueia 694 1,884

LagoasdoPiaui 400 2,100

TabuleirodeGuadalupe 150

400

TabuleirodeCosteiro 10,000
CNPAI 400
CatazeiraBaixo 150

Provarzea 5,379

Sertanejo 1,086

大規模かんがい農業は､パルナイバ河沿岸でプライベートなレベルで実施されて

いるが､囲および州で実施しているかんがい地区面積は､わずかなものである｡

当州のかんがい農業可能面積は約860,000ba程度あり､現在開発された地区は､

可能面積の1%にも満たない面積である｡
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Ⅰ-4 ピアウイ州の抱える問題点

当州は東北伯の中では豊かな土地･水資源を有するものの､州の開発は遅れたもので

ある｡これは､以下の理由によるものであると推測される｡

社会インフラの不足

自然資源の未利用

生産活動の不足

経済活動･雇用の不足

都市部への人口の集中

特に都市部への人口集中は､州都テレジーナ市への大きな負担となっており､地方部

の振興を図る必要が生じてきている｡しかしながら､地方部の状況は道路網の不足､

電気網の不足､小中学校がない等､住環境が悪いことに起因し､年々地方部の過疎化

が進行しつつある｡
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Ⅰ-5 必要とされる対策

これらの問題点､特に当州の貧困対策としては､地区内に公共/民間部門の投資を導

入することが必要とされるが､これといった情報がなく､さらに計画が整備されてい

ない状況では､これらの投資を促すことば非常に難しい｡

現在､当州では農産加工業および工業を導入するため､税制上の優遇処置を取ってい

るが､まだ一般投資を導入するには至っていない｡

ピアウイ州の経済状況を改善するためには､ピアウイ州の有する土地,水資源を有効

に活用し､農業生産を高めるとともに､民間資本を導入していく必要がある｡当州の

現在おかれている状況を考慮すると最善の策は､州内の自然資源を検討し､いかにし

たら有効活用がなされるかの調査を実施することである｡

現在､当州にはこれといった経済活動がないので､全ての経済活動(農業を中心とし

た)
､環境面を検討する必要がある｡しかしながら､全州において計画を実施するこ

とば時間的､経費的にも無理があるので､まず､社会インフラのある程度整っている

テレジーナ市周辺にてマスタープランを作成し､今後の州計画の基礎とすることが､

有意義なことであると判断される｡

当州の抱える種々の問題を解決するため､以下のプログラムをマスタープランの中で

作成することは当州の開発促進の上で重要なことである｡

入植計画

新規農用地開発計画

かんがい計画

地方農道計画

環境保全計画

農産加工業振興計画

社会インフラ整備計画
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Ⅰ-6 テレジーナ周辺農村地区農業開発マスタープラン

(1)目 的

当計画の実施により､以下の目的を達成する｡

自然保護と諏和のとれた農業開発計画の立案

新しい農業技術の導入

持続可能な農業による食糧生産増加

公共/民間投資の活性化

農産加工業地区の推進

雇用の創設

州経済の改善と地方部過疎化進行の軽減

当マスタープランの目的は､以下のとおりとする｡

環境部門を考慮したマスタープランを作成する

調査地区の以下のプログラムを作成する

･入植計画

･新規農用地開発計画

･かんがい計画

･地方農道計画

･環境保全計画

･農産加工業振興計画

･社会インフラ整備計画

各プログラムの中での公共/民間投資の区分

最適公共/民間投資部門の発掘

技術移転

(2)実施機関

当計画の実施機関はピアウイ州企画局とし､以下の機関が協力し計画を作成する

こととする｡

担当機関

協力機関

ピアウイ州企画局(SEPLAⅣ-PI )

ピアウイ州農業局(SAPトPI )

ピアウイ州公共事業サービス局(SOSP-PI )

テレジーナ農業局

ピアウイ州環境局(I)XA/EPEO-PI )
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(3)計画対象地区

当計画の対象地区は比較的インフラ整備が軌､,経済活動が活発な以下の地区と

する｡
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(4)調査の実施方法

調査は､ 5Phase に分け､以下のとおり実施する｡

Phase I
:調査対象地区診断(現況調査)

Phase Ⅱ :不足資料収集

Phase Ⅱ :開発振興上での問題点の把握

PbaseⅣ :各プログラム策定

Phase V :マスタープランの作成

Phase i Studyでは既存資料を収集し､以下の点を分析する｡

Phase Ⅱ

自然状況

土地利用状況

人口動態

農業生産および農家経済

農産加工業の実態

農業生産インフラ/輸送部門インフラ

流通機構

環境部門現況

StudyではPbase Iで収集不可能で計画政策上必要とされるデータを収

集するため､以下の作業を実施する｡

農業部門(営農/農家経済)アンケート

地形図整理(土地利用図/土地所有図等)

流通部門アンケート

環境調査(保護植物/動物/植生等)

農産加工業部門アンケート

Phase Ⅱでは､これまで収集したデータを基に以下の点を分析する｡

農家経済(農家収入､生産費用､生産技術等)

率通システム(流通路網､輸送軍用等)

土地利用

農業生産インフラ整備の必要性(かんがい､道路､山林伐採等)
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社会インフラ整備の必要性(学校､病院､集会場等)

国際マーケットにおける農業産品､農業加工業品の需要予測

Phase Ⅳでは､これらの分析結果を基に以下のプログラムを作成する｡

入植計画

新規農用地開発計画

かんがい計画

地方農道計画

環境保全計画(植林､保全公園､環境教育)

農産加工業振興計画

社会インフラ整備計画

Phase Vでは､ Phase Ⅳで作成したプログラムの評価を行ない､各プログラムの

優先度を把撞の上､マスタープランを作成する｡

作業の実施期間は､以下のとおりとする｡

Phase I

Pbase Ⅱ

Pbase Ⅱ

Phase Ⅳ

Phase V

2ケ月

3ケ月

2ヶ月

3ケ月

2ヶ月

この計画実施には､以下の技術者を必要とする｡

Planner

Agricultural Sector Planner

Agricultural Engineer

Economist

Rural Economist

Civil Engineer

Agro-Industrial Engineer

Topo-Surveyer

Ecologist

lrrigation Engineer

Construction Engineer
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(5)マスタープラン作成費用

当マスタープラン作成にかかる費用は､以下のとおりであると推測される｡

(単位:ロs寄)

Foregin Local

Quant. Cost Quant. Cost

技術者 80UX 2,000,000

12甘

200,000

オペレーションコスト 12X 230,000 30,000

機材 110,000 60,000

研修 30,000 30.000

その他 10,000

計 2,370,000 330,000

(6)マスタープラン作成効果

マスタープランの作成により､以下の効果が期待できると思われる｡

a) テレジーナ近辺地区マスタープランの作成となり､ひいては州マスタープラ

ン作成のモデルと成り得る｡

b)当州の抱える問題点を把握し､未利用の資源の有効活用を図ることにより効

果的な投資を進めることが可能となる｡

C)経済開発および環境保全という相反する事項に対する調和した解決策を求め

ることが可能となる｡

d)系続立てたマスタープランにより､民間資本の投資を導入することを可能な

らしめる｡

e) テレジーナ市近辺の地方経済の振興

f) ピアウイ州職員の能力を高め､将来､州独自でマスタープラン作成(州マス

タープラン)が可能と成り得る｡
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アマゾナス州マディラ河パルゼィア農業開発計画
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Ⅱ.アマゾナス州マディラ河パルゼィア農業開発計画

Ⅱ-1 アマゾナス州の一般概況

アマゾナス州は､アマゾン河中流部に位置し､総面積は1,564,445仙至である.広大な

面積のため基礎的インフラが整備されておらず､人口密度も最も低い水準にある｡

州の人口は､ 143万人(80年度)で､人口の大半が州都マナウス市に居住している｡

気象は､広大な平原とこれを覆う大森林､赤道直下の位置などによって条件づけられ

ているが､面積が広大なため州内の気象は画一的ではなく､低地と高地､河川流域と

奥地でそれぞれ異なった様相を呈している｡

調査対象地区の気象は熱帯湿潤気象で年間平均気温は､ 20-26℃程度である｡全般に

集中した降雨が多く､年間平均雨量は､ 2,000mmである｡降雨は､年間を通じてある

が､特に6月-12月にかけて多い｡

社会インフラに関しては整備が遅れており､地方部においては､学校､病院等もその

数が少ない上､電気等の基本インフラもほとんど整備されていない状況にある｡

地方部の開発は､はとんど進んでおらず､州の耕地面積は1980年度データ一によると

34万baである｡道路網もほとんど発達しておらず交通は大半船遂によってなされてい

る｡当州は広大な面積を抱えているものの､農業生産はほとんどなされておらず､当

州の食糧は他州に依存している現状にある｡
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Ⅱ-2 計画対象地区パルゼィアの概況

当計画対象地区は､アマゾン河支流マディラ河右岸に位置する｡パルゼィアとは､乾

期には陸地となるが､雨期には水没する地区で､土地は肥沃で農耕作に適した地区で

ある｡

過去においては､一部の地区はジュートの栽培地として利用されていたが､ジュート

の価格の低下により現在は放置され再生林となっている｡しかしながら､当パルゼィ

ア森林は､再生林で有用材はなく4-5年で成木になる木により覆われている｡

この地区の再生は容易で､ 1年放置したならば森林に変わるような地区である｡現在､

これらの地区では､わずかにとうもろこし､木等の生産がなされているが､作業環境､

収穫､運搬環境が劣悪なため､自給自足的農業が営まれているにすぎない｡

当調査対象地区は､アマゾナス州の中では比較的住民の多い地区である｡しかし､住

環境の悪さに起因し､環在地区の過疎化が進行しつつある｡
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Ⅱ-3 当対象地区の抱える問題点

調査対象地域の抱える問題を整理すると､以下のとおりである｡

(1)農牧業部門

交通網が不足しており､流通機構が未発達で､種子の入手が難しい上､価格

が高く､さらに地区での農業研究がなされていないため､当地区に適した種

子が開発されていない｡

運搬コストが高く､さらに交通路鮪が発達していないため､必要な時期に運

搬できない状況にある｡

地区をっなぐ唯一の交通機関は船で､さらに､便数が少ない｡

貯蔵施設､運搬施設がないため､生産物が販売できない｡

農業生産資材が高く､さらに入手困難である｡

土地が肥沃なのにもかかわらず､その土地生産性は非常に低い｡これは､種

子､生産資材､生産技術の劣悪環境によるものである｡

(2)厚 生

一 病院等が少なく､手当てを受けられない状況にある｡

(3)教 育

学校の数は十分になく､地区住民が十分な教育を受けられる環境にない｡

生活環境の悪さに起因し､教職員が不足している｡

(4)そ の 他

一 電力網の不足

特に､貯蔵､運搬施設の不足は､生産物の販売を不可能としている｡
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Ⅱ-4 マディラ河パルゼィア農業開発計画

(1)目 的

当プロジェクトは､以下のことを目的とする｡

マディラ河沿住民の生活条件の改善

マディラ河パルゼィア地区の環境および開発の両面より調和のとれた開

発を行なう｡さらに､州の食糧自給を達成する｡

マディラ河住民に最近の技術を導入させ､持続可能な農業を達成させる｡

戟:物生産基地をつくる｡

地区住民に環境保全の重要さ､および環境保全の方法等を取得させる0

ジュートに代る作物を導入する｡

また､開発調査実施により､以下のことを達成する｡

環境を考慮した開発計画の樹立｡

以下のプログラムを計画する｡

･貯蔵､輸送計画

･農業生産計画

･土地利用計画

･入植計画

･地方道路計画

･環境保全計画 (環境教育､土壌保全)

･社会インフラ整備計画

プロジェクトのF/S調査

各プログラムのプライオリティーの決定

技術移転

(2)実施機関

当計画の実施機関は､環境科学技術局(SEXACTIAX )とし､以下の機関が協力し､

計画を作成することとする｡

担当機関:アマゾナス州環境科学技術局(SE甘ACT-AX )

協力機関:アマゾナス州生産土地局(SEPRAFIAK )

アマゾナス州企画局(SEPLAN-AX )
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(3)計画対象地区

当計画の対象地区は､マディラ河パルゼィアの以下の市を対象とする｡

- ナ-バ･アリブナン市

- マニコレ市

- ボルボ市

- アブイ市

(4)調査の実施方法

調査は､以下の点を中心に行なう｡

日本技術者およびブラジル技術者の協力体制

ランドサットを利用したパルゼィアのゾーン区分

プログラム策定

各プログラム積算および評価

将来の農業開発計画の樹立

調査は､以下の4フェーズにて行なう｡

Phase I

Pbase Ⅱ :

Pbase Ⅱ :

Pbase Ⅳ :

調査地域の分析

ランドサットによるゾーン区分

プログラム策定および費用推定

プログラム評価

Phase Iでは､以下の点を分析する｡

自然状況

土地利用状況

農業生産/農家経済

農業生産インフラ

輸送手段

社会インフラ

流通機構

環 境

-20-



Pbase Ⅱでは､以下の分析を行なう｡

ランドサットによる分析

パルゼィアゾーン区分

環境調査

自然条件調査

Phase Ⅱでは､以下の計画を樹立する｡

貯蔵輸送計画(サイロ､乾燥施設､積出し施設等)

農業生産計画

土地利用計画

入植計画

地方道整備計画

環境保全計画

社会インフラ整備計画

Phase Ⅳでは､ Pbase Ⅱで策定した計画の評価を行ない､地方開発計画を策定

する｡

作業の実施期間は､以下のとおりとする｡

Phase I

Pbase Ⅱ

Phase Ⅱ

Pbase Ⅳ

: 2ヶ月

: 3ケ月

: 4ケ月

: 3ヶ月

この計画実施には､以下の技術者を必要とする｡

Planner

Agricultural Engineer

Economist

Rural Economist

Road Engineer

Silo Specialist

Port Engilleer

Topo-Surveyer

Ecologist

lrrigation Engineer

世iver Engineer
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(5)調査実施費用

当F/S調査にかかる費用は､以下のとおりであると推定される｡

(単位: US蛋)

ForegiⅠl Local

Cost Cost

技術者 2,000,000 180,000

オペレーションコスト 380,000 130,000

機材 110,000

研修 100,000

その他 40,000

計 2,590,000 350,000

(6)事業実施効果

当事業実施により､以下の施設を改善する｡

ターミナルサイロ､河川港等の流通システム

収穫船､貯蔵スペース等の穀物収集システム

道路網の改善

入 植

養魚施設(自然を利用したもの)

当プロジェクトで考えていることは､以下の事柄である｡

環境保全を進めつつ､さらに地区住民が生活し得るにたる開発計画の

樹立

ボルバ､ナ-バ､マリブナン､マニコレの各市に農業生産基地を創設

する

各農家4ba程度の入植地区をつくる

地区住民の教育

外国技術者と当州の技術者の技術交換

結果の発表
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最終的には､以下の効果を期待する｡

インフラの整備によるパルゼィアの農業生産を推進する

環境､生産両面を考慮した土地利用の樹立

州経済の改善

州の農業生産増

地方の生活環境の改善
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Ⅱ.調査日程

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

平成4年

1/6(水) 東京

サンパウロ

テレジーナ

マナウス

ブラジリア

サンパウロ

//

出国(RG83719:OO尭)

サンパウロ

テレジーナ

マナウス

ブラジリア

サンパウロ

2

3

1/7(木)

1/8(金)

現地着(RG8376:50着)

資料収集

資料収集

4 1/9(土)･ テレジーナ 移動(VP26217:OO尭)

5 1/10(日)
〟 資料整理

6 1/ll(月)
〟 ピアウイ州企画庁表敬

7 1/12(火)
〟 企画庁にて打合せ

8 1/13(水)
′′ ′′

9 1/14(木)
′′ 現地調査(テレジーナ近辺)

10 1/15(金)
′′

〟(〟)

ll 1/16(土) ′′

〟(〟)

12 1/17(日) // 資料整理

13 1/18(月)
// 企画庁にて打合せ

14 1/19(火) マナウス 移動(VP28211:45発)

15 1/20(水)
〟 農務省表敬

16 1/21(木)
′′ 農務省にて打合せ

17 1/22(金)
〟 現地調査(卜i'･アl)ブナン市)

18 1/23(土)
〟

〟(マニコレ市)

19 1/24(日) 〟

〟(アブイ市)

20 1/25(月)
〟

〟(バレンチン市)

21 1/26(火)
〟 農業省にて打合せ

22

23

1/27(水)

1/28(木)

ブラジリア 移動(RG20513:30発)

報告(日本大使館､

JICA､農務省)

移動(RG26919:15発)

24 1/29(金) サンパウロ 現地発(JLO6700:55発)

25 1/30(土) 東京 帰国(JLO6713:30著)
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Ⅳ.面談者リスト

ブラジリア

ピアウイ州

アマゾナス州

氏

小平 均

鏑木 功

武田 浩幸

須藤 勝義

鈴木 明夫

Elmano Ferrer de Al皿eida

Eloi Portela Ⅳunes Sobrinbo

Adolfo Xartins de批)raes

Seiji Ⅳakayama

Fernanda Alneida Xoita

Xario Genario Catlalcante

Cairlos Fortes de Padua Filbo

Ⅱumberto Kendes

丑oracio Cogo Junior

Paulo Soares loreira Lima

Jose Belforto dos Santosぬstos

Carlos Onofre de Bessa

Xaria Lidia Loureiro

長岡 正夫

Carlos Goveia

Xario Essasika

Xassami Xiki

Vivaldo AIves de Xagalh畠Des

Lourival IIolanda

Xanuel de Oliveira Galdino

lanuel Fransa

Edina Vizzoli

Amtonio Roque bngo

Raimundo Reis

Dsvardo Ferreira

Everaldo Batista
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所属機関(役職)

在ブラジル日本国大使館一等書記官

∫ I CAブラジリア事務所長

〝 職員

〝 ′′

■

農業省J I CA専門家

ピアウイ州企画局(SEPLAⅣ一PI)局長

〝 公共事業サービス局(SOSP-PI)局長

〝

企画局プロジェクト･プログラム部部長

〝 補佐官

〝 企画局計画部部長

〝 普及局(EXATEE-PI)

〝 農業局(SEAAB-PI)

〝 普及局(EXATER-PI)

テレジーナ市農業局

〝

アマゾナス州環境科学技術局(CE山CT-AX)局長

〝 農務局(SEPROIAX)局長

〝 企画局(SEPLAN-AX)次長

〝 環境科学技術局補佐官

〝 〝 〝

〝 農務局補佐官

マナウス市市議

ナーボ･アリボナン市市長

〝

マニコレ市市長

〝 市議会議長

アポイ市市長

〝 市議会議長

パテンチン市市長

〝 副市長

〝 市議

市議会議長



Vera皿ilton Al皿eida

AlgeⅦoⅠ■Teixeira

Vilma Ribeiro

Valdenor Cardoso

Antonio Savnier

Jose Xilagre

Aderaldo Reis

Raimundo †iera Filho

パテンチン市生産局長

〝 公文書管理局長

〝

セレモニー局長

〝 官房局長

〝 文化局長

〝 市議会議長

〝 通信局長

〝 観光局長
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Ⅴ.調査員略歴

本城 正行

①

②

③

④

⑤

⑥

昭和51年

昭和53年

昭和53年

昭和55年

平成元年

平成元年-現在

ジーノ江刺家

① 昭和40年

② 昭和45年-現在

昭和29年1月1日生

東京農業大学農学部農業工学科卒

東京教育大学大学院農学研究科修士修了

青年海外協力隊(パラグアイ)

パシフィックコンサルタンツインターナショナル技師

ブラジルピソザ連邦大学大学院

パシフィックコンサルタンツインターナショナル技師

ブラジル､マッケンジー大学卒業

パシフィ
ックコンサルタンツインターナショナル

サンパウロ事務所
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付 属 資 料

1.ピアウイ州技術協力申請書類

2.アマゾナス州技術協力申請書類

3.アマゾナス州マディラ河開発計画原案



付属資料

1.ピアウイ州技術協力申請書類

(州政府よりAB Cに)



′

ESTADO DO PIAUI

SECREmRIA DO PLANEJAMENTO - SEPLAN/PI

PLANO MASTER

DE

DESENVOLVIMENTO INTEGRADO
′

NA AREA RURAL

DA MICROREGIAO DE TERESINA

TERESINA - PI

JANEIRO 1993



′

CREDENCIAIS TECNICAS

a)
Criac孟o

”

A Secretaria do Plane3arrlentO, OrgaO Centraide planeJamentO do Estado, foi criada

no ano de 1956, atrav6s daLei No l･451, com a denorn]'r)aG云o de Comiss云o de

Dcse71VOIvimento do Estado, sendo elevada a categoria de Secretaria em 26.ll.1971,

atrav6s daLei Dclegada No 69, e restruturada por meio do Decreto No 2.008, de

15.04.1975.

b) Natureza Jun'dica

'-Org孟o da AdministraG孟o Direta Estadual‖

c) Ju risdiG孟o

-'Estado do Piaui…

d) Subordinac孟o

''Subordinada directamente ao Governo do Estado..

e)
Org孟os VinctJlados

FurldaG畠o Centro de PesqulSaS Econ6micas e Sociais do Piaul'- FurldaG孟o

CEPRO

Objetivos conforme Decreto h'o 2.008

elaborar planos, programas e projetos
de desenvolvimento;

promover a compat]'h]1iza申o do plane3amentO eStadual com nacional e

reg10nal;

elaborar anualmente um orcamento-programa que indicar丘a Ease do programa

plurianual a ser real)'zado no exercicio seguinte e serviri de roteiro para a

exccuG孟o coordenada do programa estadual;

coordenar, orientar e controlar as despesas or9amentarias do Estado;

assessorar o GovernadoT do Estado em asstlntO que dizem respeito畠drea de

sua competencia;

exercer outras atividades necess血ias ao cumprlmentO de suas finalidades;
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g) Recursos口umanos

Total de Pe告s()al

n7'vel superior

apoio administrativo

246

109

137

Todo o quadro depessoal trabalha em regime de 40 (quarenta)horas semanais.

b) Rccursos Materiais

A Secretaria do Plane3ametO disp6e de recursos materiais que permitem um bom

desempenho de suasfunG6es, tais como;

InstalaG孟o fl'sica adequada;

Veiculos

ServiGOS de rr)ecanografia;

Biblioteca (Fundac畠oCEPRO); e

N6cleo de PTOCeSSa7TlentO de Dados.

i) Trabalhos Realizados

A Secretaria do Plane3amentO j孟possuiexeriencia comprovada no planqamento e

execuc孟o de programas e
projctos de deserlVOlvimento flo Estado, podendo-se

destacar clltre elcs o ProjetoVL,lle do Pamarba, integral)te do Programa de Apoio ao

Pequcno Produtor Rural
-PAPP,

ora em execuG孟o, cuJaS aC6es de

desenvolvimentorural integrado at)'ngem a 57 munincl'pios financiado pelo BNDES;

execuG孟o do
projeto

--Estudo dos Recursos打1'dricos do Vale do Gurgu6ia--, em

eoopera申o com o governo italiano e o Eshldo deviabilidade de navegaG畠o da bacia

do rio Parna]ba, em coopera申o com o governo JapOneS.

j) Titular da TnstituG畠o

Secret孟rio do PlaneJamentO do Estado do Piaul'

Dr. Elmano Firrer de Almeida
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IDENTTFTCACAO DO PROJETO Codigo (PARA USO DA ABC)

Titulo do Projeto
′

Plano Master de Desenvolvimento Tntegrado na Area Rural da Microregia-ode Teresina

Enquadramento ( PARA USO DA ABC)

Durac孟o Prey)'sta

12 meses

In)'cl'o Prey)'s(o

Nov, 94

Custo do Projeto

Recursos Externos

US$ 2.370.000

Contrapartida da

lnstI'tuc孟oExecutora

US‡ 330.000

Entidades TntervenI'entes / Co-partI'cipantes

None

SICLA

Part]'cipa-ao

None

SIGLA

Part I'c)'pacao

Secretaria de Agricultura do Estado do Piaul'

SAPトPI

CoIPartic]'pantc

Sccretaria de Agricultura do Municipio de Teresina

Co-participante

Entidade Proponente

Nom e

SIG LA

TI'tu]ar

A SSINATU RA

Secretaria do PlaneJamentO do Estado do Piaul'

SEPLAN - PI

Elmano Firrer de Almeida

I.oca) e Data Teresina

Responsiive] pelo Projeto

None

Entidade

Func岳o

Telefotle

Adolfo Martins de Moraes

SEPLAN
-PI

Coordenador de Programas e Pro)'etos

222-5462
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2. OBJETtVOS

2.1 0BJETIVO St)PERTOR

Os ob.1'etivos do Programa s云o:

Encontrar uma forma de desenvolvimento agrl'cola harm6nico com as proteG6es

eco16gicos;
Tntroduzir novas tecnologlaS agn'cotas;

Aumentar a produG孟oalimenticia atrav6s da agn'cultura sustent畠vel;

IrlCentivar os investimetos do setor privado e p6blico;

Criar polo agro-)'nd6strial;

Gerar as oportunidades de tmbalho;

Melhorar a economia da孟rea de I:studo e aliviar os problemas de mlgraG云o ao centro

urba110;

Servir co7110 tJm PrOgrama Piloto para desenvolvimento econ6mico com preservaG孟o de

meio ambiente.

2.2 0BJETTVO TMEDTATO

Os
objet]'vosdo Estudo s点o:

Formular um plano master do desenvolvimento da畠rea, considerando os aspectos

a甘Ibientais;
Formular os seguintes programas der)fro da畠rea de Estudo;

Programa de asseTltamentO

Programa de cria申o de novas terras agrl'ct11t益veis
Programa de irrigaG5o

Programa de rodovl'asvicinais

Programa de
corHe㍗aC畠o

de meio ambiente (Renorestamento, Parque de

conservaG孟o de melO ambiente e EducaG孟o ambiental)
Programa de agroindustria

Programa de infraestrutura social (Escola,Posto de sadde, Centro

comunit孟rio, etc.)
Identificar mos

pro3etospropostas
de alta prioridade para os setores pdblico e privado;

Buscar uma forma adequada de investimento pdblico e privado no setor agn'cola;

Transferir a tecnologla relevante para os Contrapartes Brasileiros no curso de estudo.
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2. OtIJETIVOS

2.3 RESULTADO

Atrav6s da real)'zaG[10 deste programa espera-se:

a) FoTnCCer um ''Plano Master de Dcsenvolvimento na periferia da Teresina--, que poder孟

ser utitizado para a preparaG畠o de Piano Master do Estado;

b) Encontrar uma forma eficaz de investimento, identificando os problemas embutidos no

Estado para desenvolvimerltO e raCionalizando a utilizaG孟o dos recursos sub-utilizados;

c) rntroduziralgumas soluc6es entre descnvolvimento econ6mico e preservaG孟o do meio

arnbiente;

d) Prornover as invers6es privadas e pdhlicos atrav6s de um Estudo adequado para

investimentos;

e) Inccntivar a economia na periferia da cidade de Tercsina;

f) Capacitar t6cnicos do governo do Estado do Piaul'rla COnduG豆o de estudos do plano

master.
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3. JU STIFTCATIVA

O Estado do PiaulJ estd s)'tuado entre 2o44- e lOo52. de latitude sul e entre 40o25- e 45o59-de

longi†udeocider)tat, abrangendo uma丘rea de 250,934 km2, o qual ocupa 2.95 % da孟rea do

Brasil (8,511,965 km2)･ Em quanto a popula申o, segdndo o Censo do Piaul'(1980),6 de

2,139,000 habitantes, correspondente a l･8 % da populac孟o brasileira, a taxa de urbanizac畠o

em 1989, j[Iatingia51･1 %, significandoumefetivo urbano suoerior aorural, sendo que esta

tcndencia de centralizaG云o urbana continua crescente.

O Estado aparece como o mais pobre do Brasil, participando, aproximadamente
-- % do PIB

do Brasil (4 % do PTB no Nordeste)･0 PIB per capita do Piaul'6 estimado em US$ 620, sendo

que o do Brasi= de aproximadamente US$ 2,9000. 0 Estado ten caractedsticas

prcdominaternente agn'cola, mas as atividades produtivas n孟o participam eficazmente da

estrutura ecoTIOmica･ 0 setor prlmanO OCuPa 22･6 % do PIB do Estado e o setor securld畠rio

●
′

●

ocupa 18･9 %･ A principal atividade 6 de servIGOS, m孟s basicamente, sua economia esはbaseada

no setor agTOpeCuario, absorvendo maior contigente de m畠o-de-obra e ocupando maior parte
do territorio.

A produc畠o agrl'cola do Estado ap6ia-se, sobretudo, nospequenos estabelecimentos que

respondem por cosider畠vel parcela dos produtos b孟sicos, comomilho, fei3孟o,arroz, mandioca e

seus dcrivados, que abastecem o mercado local. M孟s com a difl'cilsituaG孟o econ6mica dos

pequenos prodtores, as taxas de mlgraC云o ao centro urbano est孟o cada vez maisfortes.

O nl'vel de exploraG包o de terras agncult畠vcis encontra-se sumamente baixa, utilizando

aproximadamente 8･5 % de terras･ Tendo forte tendencia mlgrat6ria, o setor agrl'cola absorve

60 % da populac孟o economicamente ativa.

Conforme )a menc]'onam mos varios os problemas que determinam a pobreza plauiense, sen'a

COmO:

Sub aproveitamento de recursos naturais;
Falta de atividades produtivas;

Falla de atividades econ6micas e empregos;

Mau condic孟o econ6mica, especialmente na孟rearural; e

Exodorural e a concentraG孟o de popula9孟o urbana.
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3. JUSTIFICATIVA

No Piaul', COnSidcrando-se as potencialidこIdcs locals, o fortalecimento da economia passa,

necessariamente, pelo desenvolvimentorural, atrav6s do aproveitamento dos recursos naturais,

en'ando-sc condie6cs para o aumento da produG畠o/produtividade e da renda no carnpo, sendo

importante incentivar sctores produtivos, tこIiscomo o agropecuario e a agroindustrial･

Uma estrat6gia de desenvolvimento para o Piaul'requer que se estabeleGa base de

transformac6es estruturais que dinamizem sua economia m)m processo eqt)ilibrado em que seus

frutos sc]am divididos por todos･ 0 estilo que se mostra mais adequado e vi孟vel seria aquele

que tomasse como base as transformaG6es e a dinamizaG孟o de seu setorrural.

Considerando-se a posiG孟o de inferioridade do Estado quanto a competitividade de sua base

produtiva, o meio ma主s 16gicode se incentivar o fbrtalecimento damisma 6 aproveitar as

pote71Cialidades ir)ternas procurandoISe eStimular a integraG孟o entre a produG畠o agn'cola e a

inddstria･ No entanto ate agora, n孟o existe um plano adequado para agi1iza-1as.

打点,ende, que se considerar a grande preoeupac孟o ambiental, qtle Se Veri61Ca a nl'vel mundial.
Scm CUJO enfoque, OS Pianos n孟o tcriarn os fhanciamentos de orgaosinternacionais.

ConsiderandoISe eSte aSpeCtO, Verifica-se a necessidade de formular um master plano que

facilite o plane)amento adequado, no ponto de vista econ6mico e ambiental.
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3. JtJ STIFICAT一VA

Para o Estado do Piaul'6 importante elaborar v血ios programas que posibilitem solucionar os

problemas dentro da
estrategia

do desenvolvimento do Govemo, buscando umaforma adequada

de aproveilamento dos recursos naturais, sem
prejudicar

os aspectos eco16gicos.

Asim dentro de marco de programa deveT孟ser considerado o aspecto meio ambiente,
buscando-se uTTla forma harm6nico de dcsenvolvimento, cuJa eXPerlenCia poder丘contribuir em

outras畠reas.

Como um programa piloto, poder孟ser aproveitada a periferia da cidade de Teresina, onde existe

razo孟vel infra-estrutura･ 0 seu conteddo ､･isa formular os seguintes sub-programas dentro da

孟rea do Estudo;

Programa de assentamento

Prograrna de criac孟o de r)ovas terras agriculturas

Programa de irrigaG孟o

Programa de rodovias vici□ais

Programa de
conse㌣aG5o

de meio ambiente (Renorestamento, Parque de

conserva95o de me)o arnbicnte)
Programa de agroind6stria
Programa deinfra-estrutura

social(Escolas,
Postos de sadde, Centros

comunit孟rio, etc.)
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4. COOPERA(ごAO EXTERNA SOLTCTTADA

4.1 PERITOS

Estes cstudos sera-o conduzidos atrav6s dc v畠rios ticnicos que compoem as seguintes

espccialidこIdes;

Planejadorgeral

Planejadorde aspecto agn'cola

Agr6m ono

Economista

Ecor)om ista

Engenheiro

Engenheiro

Engenbeiro

Rural/Comerc]'LIl )'zaG云o

de estrada

de agroindustria

Agrimensor

Ecologista

Engenheiro de imigaG孟o e drcnagem

E71genheiro de construc孟o

C一丁STOS

Pcssoal Tecn]'co (Saldrios,encargos socl'こH's,

passagens interr)ac)'nais, diarias, custos

operacionais) US$ 2.000.000

4.2 CUSTOS OPERACTONAIS

Para a realizac云o deste programa estima-se que requer os seguintes custos operacionais:

Enquete

Pessoal de apolO

Corn u n icaG畠o

Analises de lmag. Sat占lite

Relat6rios

D iversos

Us令

USS

USS

USS

Us令

Us令

50.000

10.000

10.000

100.000

40.000

20.oho

US$ 230.000
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4. COOPERACAO EXTERNA SOLTCITADA

4.2 TRETNAMF.NTO

FissQanenin

Est孟prcvista a )'da de tres t6cnicos braslleiros a sede de cooperaG畠o externa, com o objetivode

participar da elaboraG畠o do relat6rio final e receber treinamento adicional para a implementaG孟o

das solue(-1eS definidas ao fin do
projeto.

A duraG孟o do treinamento ser孟de dois meses e os custos ser云o cobertos por recursos da

COOperaGaO eXterna･

Pas sagerl S

Ajuda de custo

US‡ 20.000

US$ 50.000

US$ 70.000
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4. COOPERACAO EXTERNA SOLTCITADA

4.3 EQUTPAMENTOS

Scr孟o adquiridos com recursos da cooperae5o extema os eqtJ]PamentOS descritos a segulr:

2 Autom6vel Tipo ''Station Wagon.I

4 CoⅦputadores com lmpressora

l･ Fotocopiadora

US‡ 60.ロoo

US$ 2n.000

US$ 10.000

US$ 90.000
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5. CONTRAPARTTI)A OFERF,CTT)A

5.1 PESSOAL

A SEPuN-PI colocar孟a disposiG云o do pro)'eto o seguinte pessoalticnico-administrativo:

1

3

つ
-

つ
▲J

1

1

1

1

1

1

1

1

Chefe do Projeto
Agr6n oTT1 0S

Econom istas

Sociologos

Plane3adorde aspecto agrl'cola

Economista Rural/Comercializa申o

Erlgenheiro de estrada

Enger)heiro de agroindustria

Ellgenbeiro Agdmensor

Ecologista

EngenheiTO de irrigaG孟o e drenagcm

Engenheiro de construG孟o

CUSTOS

T6c11ico de Nl'vel Superior

Sa]drios, Encargos sociais

Diarias

US$ 200.000

US‡ 160.000

US‡ 40.000
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5. CONTRAPARTTDA OFERECTDA

5.2 TRENAMENTO

Ap6s a cor)clus孟o do Relat6rio Fiml do Pro)'eto ser孟realizado os seminarios para fins

educacionais do
meio ambiente e di､･ulgae5o dos resultados obtidos com a realizae孟o do

projcto･

T6cnico dc N)'vel Superior US$ 30.000

Sal血ios, Encargos sociais US$ 10.000

DiLlr)'as us$ 20.000
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5. CONTRAPARTTDA OFERECTDA

5.3 MATERTAL PERMANENTE

A Sl≡PLAN-PI fornecer孟ao
projetoos seguintes matcrias e equlpamentOS:

4 ^utom6veis 4 X 4

(25 % do
valor)

Equipamento de informitica

(Computador, etc･)
Diヽ,ersos

US$ 40.000

US$ 20.000

US$ 10.000

US$ 70.000
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5. CONTRAPARTTDA OFERECTDA

5･3 0BRAS E TNSTALACOES

Para scde das ativl'dades do
projetono Brasil a SEPLAN-Pr fornecer孟:

1 Escrit6rio em Teresina, equipLldo para

atcnder as necessidade do pTOjcto US$ 10.000

US$ 10.000

5.5 DllTERSO S

Para cornplcTnentaC畠o das atividades do pro.1'cto ser豆o forncc]'dos as expensas da SEPLAN-PI:

- Material de constJmO para eSCrit6rio

(pape1,fitas para m孟quina, etc.)
- Supnmentos para computador

(materialde impressora, etc.)
- Dcspesa com telex, fax, etc.

US$ 12.000

US$ 6.000

US$ 12.0()0

US$ 30.000
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占. METODOLOGIA

1) Esquema do Estudo

O estudo ser孟conduzido em cinco fascs, com as seguintes rnetas･

Fase I

Fase II

Fase ITI

Fase IV

Fase V

Diagr)osticar a畠rea do Estudo

Suplemcntar os dados necessarios para o Estudo

Analisar ns dados ら encontrar os pontos problematicos para o

desenvolvimento

Formutar os programas

Confeccionar os programas e formular um piano master

2) E･studo da Fase I

O Estudo da Fase I ser畠conduzido com base mos dados/informaG6es existentes, com o fin de

diagnosticar os seguintes pontos;

Aspectos naturais
Utilizaぢ云o da terra

Aspectos demogr去月cos

ProduG云o Agn'cola e economia de agncultores

Agroindtistria

lnfra-estrutura de produc孟o agrl'cola
lnfra-estrutura de transporte

Infra-estrutura social

Sistema de comercializaG克o

Meio Ambiente

3) Estudo da Fase II

O Es†udo d;I Fase TT ser丘condtlZido paTa Obter novos dados suplementares que n畠o e言istam

dentro da孟rea do Es‡udo, atrav6s dos scguintes atividades:

Enquete agrl'coIa;

AtualizaG孟o de mapeamento (UtilizaG豆oda terra, propriedade da terra, etc.);
Enquete de comercializac[lO de produto agricola;
Invest]'gaG孟o de meio amb]'ente; e

Enquete agTOindustrial.
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伝. METODOLOGIA

4) Estudo da Fase TTI

No Estudo da Fase TIT ser孟o analizados os dados/informaG6es obtidos nas Eases antcriores. Os

itellS a Serem analizados ser云o os seguintcs:

Economia agn'cola (Re71dade familiarural, Custo de produGaO, TecTIOloia

agrl'cola, etc.);
Sistema de comercializac5o (Vl'asde comercializac5o, Custo de transporte, etc･);
Economia agroindustrial (Renda das produtos, Sistema de processarnento, etc･);
Util)'zac孟o da terra;

Necessidades de infra-estrutura da produGaO agricola (Sistemade irTigaG急o,

Estradas vicinais, Desrnatt･lrnerltOS, etC.);
Necessidade de preservacao dc meio ambiente (Fauna eflora, reflorestamento,

etc･);
Neeessidade de infra-estruIura social (Escolas,postos de sadde, Centros

comunitario)
Dernarlda de produtos agn'colas e agroindustriais mos mercado internacionais

5) Estudo da Fase Ⅳ

No Estudo da Fase Ⅳ, ser孟o conduzidos as fomulas6es dos seguintes prograTnaS･.

Programa de assentamer)to;

Programa de criaG畠o de r)ovas terras agrl'cultaveis;

Programa de irrlgaGaO;

Programa de rodovias viein:tis;

programa de
conse㌣aG孟o

dc meio ambiente (Reflorestamento,Parque de

conservaG畠o de me10 arnhicn†e e EducaG孟o
amb]'ental);

Programa de agroindustr]'a; e

Programa de infraestructtJra SOCial (Escolas,Postos de sadde, Centros

coTmnit畠rio, etc.).

6) Estudo da Fase V

No Estudo da Fase V〉 ser5o avaliados cada programa do ponto de vista s6cio-econ6mico, para

pTIOrizar os
projetos

e o plan° master para esta zona, cuJa reSultados ser孟o resumidos no

RelaI6rio Fl'nLll.
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6. METODOLOGIA

7) Rel at(～r主o

Os seguintcs relat6rios ser孟o preparados e ser5o submitidos孟Agencia Brasileira de

Cooperac;-IO e a SEPLAN :

a. Rclat6rio Tnicial

b.

C.

C.

d.

e.

f.

Vinte (20) copias no inicio do Estudo no Brasil

Relat6rio de Campo

Vinte (20)copias no final do Estudo Fase I no Brasil

Rclat6rio lntermedi如io (Ⅰ)

Vinte (20) copias no finaldo Estudo Fase II

Rclat6rio Tntermedi畠rio (ⅠⅠ)

Vinte (20) copias no final do Estudo Fase TIT

Relat6rio Tntermedidrio (IIT)

Vinte (20) copias no final do Estudo Fase TV

Eshoco do Relat6rio Final

Vinte (20) copias no final do EstLldo Fase V

Relat(～r主oFinal

Cinquenta (50)copias com um mes ao receber o coment丘rio For escrito sob o EsboGO do

Rel;lt6rio Final, que ser畠submetidope1a JICA em quatro(4)semanas
depois da

e7(PlicaG孟odo EsboGO do Relat6rio Finalpela Miss孟o de Estudo Japones.
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6. METODOLOGIA

7) ProgrLlma do Estudo

Estcs estudos ser豆o conduzidos atrav6s de v畠rios t6cnicos que compoem as seguintes

espccl'alidL･1des:

Planejadorgeral;

Pla71ejadorde aspecto agr]'eola;

Agr6mono;

Sociologo ;

Econom ista;

Econom)'sta Rural/Comerc)I;11izaG畠o;

Engenheiro de estrada;

Er)genheiro de agroindustriこl;

Engenheiro Agrimensor;

Ecologi sta;

Engenheiro de irrlgaG畠o c drenagem; e

Er)genhciro de construG5o;

Os tempos requiridos para rclizar este Estudo estima-se os seguintes;

Fase I :

Fase TT

Fase IIT

Fa乍e TV

Fa£e V

2 meses

3 meses

2 meses

3 meses

2 meses
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7.DETALIIAMENTOI)OPROJETO

a)PlanodeTrabalho

COT)TGO DESCRTCÅ0 DIAS CUSTO-

USS

FaseI 60

90

60

90

60

-Rela†6riolnirial

-EseolhaeExarnedosDados

-Est1】doT6cnieo11aSAreas

-Intcgraぢ孟odosDados

-Relat6riodeCamrN)

FaseII

-Preparaq豆odaEnqt)ete

-Realizaq云odaEnquete

-Ah)alizaq岳odemapeamer)to

-Investlgaq孟odemeioambiente

-Integras孟odosRest]latosdaEnquete

-Relat6rioTntermedidario(り

FaseITI

ーAnalisesdosDadosObtidos

-AelaramentodosProblemas

-Mediぢ豆odasNeeessidadesnost]b-setor

-Relat6riolntermediario(lt)

FaseⅣ

-Fom]ulaq孟odosProgramas

-Relat6riolnt早rmediario(IIT)

FaseV

-Avali6豆odecadaPrograma

-Priorizaq云odasPro]'etosdaeadaPrograma

-Cor)fec6豆odosProgramas

-Formulaq豆odoPla110Master

-Esbo90doReJat6rioFinal

-Rela16rioFinal
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7.DETALf7AMENTODOPROJETO

b)Or-amento/Cooperaぢ云oExlernaSolieitada

rTEM Rect】rsosaUtili7ar CUSTO

(US‡)
Deseriぢ云o Q1】antidade

1

2

3

Cons111tnra

PcssoalT6oliぐ0

Saほ1.io/EnぐargO

Passagem/nほria

CustoOperaeional

80,0ⅣM

12meses

2vehic.

2.0(X).000

230.000

Enquete

Pessoaldearx)10 50.(X)0

Comunicaq云o 10.000

Analisesdclmag.Sat61ite 10.000

Relat6rios 100.0(X)

Diversos

T=Ll111'Tumen†Ll

40.000

20.000

110.000

StationWagon 60.000

Computador 4Unid. 20.000

Fotocopiadora 1Unid.

6Ⅰ廿M

10.000

Tmag.Sat61tite 10.(X)0

Mat.deConsumo

Treinamen†r)

T6enieo

10.000

30.000

Passagem

AjudadeCusto 20.∝氾

10.000
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7.DF.TALf7AMENTODOPROJETO

e)Or9amentO/Contrapartidadalnstituc5oE7(eeutOra

】lem Periodo Pessoal Treirl&m. Material

PermaI】er[.

(X)rase

Ir)stag.

Di▼ersos TOTAL

200.Oq 30.000 60.(価 10.(XX) 30.(XX) 330.αカ
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7.DETALf7AMENTODOPROJETO

d)T)cmonstrativodasContribuG6esFinar)eeiras

DescrlqaO Cooperaqao

Externa

Contrapartida

Ofereeida

Pe-ssoal(illelui--dosalarios,eneargos,passagens,etc.) 2.000.0(X)

30.(X)0

110.0(X)

230.000

2.370.000

200.0(X)

30.000

60.000

10.(X)0

30.000

330.000

TrcillamentO

Equipamentos

Ohrasehstalaq6es

r)iversos
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付属資料

2.アマゾナス州技術協力申請書類

(州政府よりAB Cに)



ESTADO DO AMAZONAS

SECRETARIA DE ESTADO DO ME10 AMBIENTE
∧

CIENCIA E TECNOLOGIA

PLANO DE

DESENVOLVIMENTO INTEGRADO

NA VARZEA DO RIO MADEIRA

(MelhorarTlentOdo Sistema de Produ申o e de Comercializa9畠o)

MAN■AUS - AM

FEVEREIRO 1993



1/24

′

CREDENCIAIS TECNICAS

a)
Cr]'a9孟o

A Secretaria de Estado do Meio Ambiente, Ciencia e Tecnologia,foi criada pelaLei

No 2･021, de 04 de abri1 de 1991, possuindo as seguintes atubriG6es: plane]ar,

coordinar, supervisar e controlar as atividades de ciencia, tecnologla e me]'o ambiente

do l三stado, de acordo com as directrez establecidos pelo Goviemo.

b) Na山reza Juridica

Org云o da AdministraG孟o Direta, com juridi9孟oem todo o Estado do Amazonas e

subordinado diretamente ao Governo do Estado.

c) JurisdiG孟o

--Estado do Amazonas川

d) Subordina申o

-'Subordinada diretamente ao Govemo do Estado”

e) Org云os Vinculados

lntituto de Desenvolvimento dos Recursos Naturais e ProteG畠oAnbiental do Estado

do Amazonas, TMAIAM, autarqula Criada pelaLei No 1905, de 14 de junho de 1989,

possuindo as seguintes atribbui96es: executar e fazer executar a politica estadual do

rr)e主oambiente e da conserva9畠o, preservaG孟o, uso adequada,fomenta,

fiscaliza申o dos recursos naturais, emitir normas sobre licenciamento

previsto em legislaGaOeSpeCifica･, fi7(arValores reTnuTLeratOrl'as relatives

ambie71tais.

RecuTSOS fTumanos

controle e

ambi ental
a liceT19aS

Pessoal SEMACT-AM IMA-AM

Nl'velSuperior 24 60

N)'velMedio 34 240

Todo o quadro de pessoal trabalha em regime de 40 (quarenta)horas semanais.
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2β4

g)
RecⅦrsos Materials

Tanto a Secretaria como o IMA-AM estaro dotados de todos os recursos materias

exigidospara um bom desempenho de suas atividades contando com:

Instala9孟o fl'sicaapropiadas;
Vel'ctllos terrestres e aqudticas
Servicos de mecanografia;
Biblioteca; ら

Processamento de Dados, etc..

h) Trabalhos T6cnicos em Execu9aO

ProjetoMamirau孟, consistindo de estudos centificos mume reserva eco16gica
no Estado doAnazonas,畠rea de noresta inumdada, com a participaG孟o da

populac孟o local.

Monitoramento das打idreliticas dasAnazorlaS, COnStituindo no estudo dos

impactos ambientais, ocasionadas pela cria9孟o de reservat6rias ar(ificiais com

o barramento derios.

Zoneamentp
eco16gico-econ6mico do主Estado doAmazonas, constituindo na

promo9孟o e coordena9云o de estudos e a96es, com base nas voca96es

locacionais que permitem a sustentabilidade econ6mica-eco16gicados espa90S

intra-rcg]onais, eind]'qtJemalternativas e proporcionem meios para racionalizar
a ocupa9畠o e apropriaG孟o dos recursos naturais･

i) Titular da I71Stituぢ孟o

Sccret孟rio da Secretaria de Estado do MeioAmbiente, Ciencia e Tecnologla

do Estado doAmazonas
ISEMACr/AM

Ge61ogo Josi Belfort dos Santos Bastos

End: Av. Floriano Peixoto, 281 - Centro CED 69.005-070

Tet..(092)-232-5305
Fax

:(092)-233-91
41
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IDENTIFICACAO DO PROJETO Codigo (PARA USO DA ABC)

Titulo do Projeto
Plano de Desenvolvimento Integrado na Varzea do Rio Madeira

Enquadramento ( PARA USO DA AflC)

Durac孟o Prevista

12 meses

Tnicio Prevl'sto

jul,94

Custo do Projeto
Recursos Externos

US$ 2.590.000

ContrapartI'da da

ln5tituc畠o Executora

US$ 350.000

EntT'dades TntervenI'entes / Co-par(J'cipantes

None

SIGLA

Participacao

None

SIGLA

ParticipaぢaO

Secretaria de Estado da Produ9孟o Rural eAssuntos Fundi孟rios

SEPRAF-AM

Co-participante

Secretaria de Estado do PlanelamentO

SEPIAN-AM

Co-participante

Entidade Proponente

None

SIGLA

Tj(u]ar

ASSINATURA

Secretaria de Estado do MeioAmbiente, Ciencia e Tecnologia do Estado do

Amazonas

SEMACT - AM

Jos6 Belfort dos Sar)tos Bastos

Local e Data Manaus, 1 de fevreiro dc 1993

Respons如el pe]o Proje(o

None

Entidade

Func孟o

TelefTone

Fax

Jo云o Frederico G･ e Masao Nagaoka

SEMA CT-AM

Coodenador

092-232-5305

092-233-9141
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4/2p4

2. OBJETIVOS

Este
projetoser畠implementado atrav6s de tres (3) etapas a ser;

Etapa I : Estudo de Viahilidade

Etapa TT : ProjetosDctalhados

Etapa TTI : Execu9孟o do Pro5eto

Esta solicittlde 6 para a realiza9孟o do Estudo doviabilidade, como uma etapa inicial, visando

obter objetivossuperiores e imediatos a ser detalhados na continua9孟o.

2.1 0BJETTVO SUPERTOR

Os objetivosproj'etos que ser5o obtido no transctlrSO do
pro3etos孟o:

melhorar as condi96es davida de colonos assentados no longo derio Madeira;

realizar, no arnbito do bin6mio desenvolvimento e conservaG包o do meio ambiente,

a96es s6cio-ecor16micas e t6cnicas na vdrzea dorio Madeira para tornar as

comtmidades ribereirinhas esclarecidas a respeito do
manejo

do solo por um lado, e

por outro contribuir para a sua auto-suficiencia na produG畠o de gr孟os, ben como na

comercializaG孟o do execedente;

introduzir conhecimentos ticnicos e tecno16gicos de mane30 e PrOCeSSOS de

rnecaniza9孟o de v畠rzea as popula96es rebeirinhas, buscando equilibrio entre meio

ambie71te e a r)eCeSSidade de subrevivencia do homem da reglaO;

establccer um modelo piloto de culturas de cereals
-

milho, fei3孟o,so]a, e outro de

ciclo curto que proporcione recuperar a economia nas
regi6es

de v孟rzea, aumentando
a produ9孟o agn'cola, beneficiar)do produtos e ofrecendo a possibilidade de ganhos

econ6micos aos agncultores e colonos, com infra-esttltura e teCnOlogiaadequada;

concentizar as popula96es
-

alvo da importancia da uti1iza9云ode mitodos e

pTOCeSSOS de
prote申o ao meio ambiente;

treinar os agncultores da
regi5o,

difundindo metodologlaS e ticnicas essenciais as

especificidades ambientais; e

introduzir na孟rzea outra culturas substitutivas a juta.
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5β4

2. Ot‡JETIVOS

2.2 0fuETTVO TMEDTATO

Os ohjctivosimediato que sera-o obtidos pela realiza9畠o do Estudo s云o:

forTTlular um plano do desenvolvimento da丘rea, considerando os aspectos

ambientais;

for7T)ular os seguintes programas dentro da area de Estudo;

Programa de almazenagem e transporte (silopara secagem e

transporte e estocagem),
Program a

Program a

Program a

Program a

dc produ9孟o agn'cola,

de utiliza9孟o da terra,

de asscntamento,

de mdovias vicinalS,

Programa de conserva申o de meio ambiente (Educa9孟oambiental,
conservaG畠o dc solo, etc.),
Programa de infraestrutura social (Escola,Posto de sadde, Centro

comunitdrl'0, etC.).

examinar viabilidades dos
projetos;

determinar a's prioridades dos
projetose projetaros programas para as execus6es

dos
projetos;e

transferir a tecnologla relevante para os Contrapartes Brasileiros no curso de estudo.
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2.3 RESULTADO

Com este programa sepera-se melhorar as seguintesinstalaG6es;

Sisterna de comercializaG5o, tais como silos terminals, pOrtOS nuvias, etC･;

Sistema de escoamento, tais como valsas, espa90S Para eStOCagem, etC･;

Melhoramento de condi9畠o das estradas vecinalS, atraV6s das construぢ6es de

pontes, eleva9孟o das nl'veis de estrada nos pontos criticos;

AsselltamentOS; e

Canais para as criadeiras de pelXeS, COmunicando entre osrios e lagoas･

Dentro de programa, ser貞o realizados os seguintes atividades;

a)
Implantar um modelo de desenvolvlmento, na dimens点o de sustentabilidade atendido

as exlger)Cias do meio ambiente e envolvendo, assim, duas dimens6es

interdependente: crecimento econ6mico, associado a eficiencia do processo

pTOdutivo, e a melboria de qualidade de vida, pela equididade do processo de

crecimento ecor16mico e consequentemente melhor distribu申o de ref)das;

b) Implantar unidades agn'colas, economicamente produtivas nas regi6esde v孟rzea dos

municipio de Borba, Nova Aripun点, Manicori no Estado doAmazonas;

c)
Atender pequenos produtores (caboclose colonos)no preparo de cerca de 4 hectares

em cada propiedade para plantio;

d) Trei71amentO de Recursos humanos no ambito t6cnico e ambiental,al6rn de

esclarecer a popula9畠o sobre a importancia social, econ6mica e cultural do cultivo

de cereals em孟rea de v云rzea;

e)
Trocar experiencia comperitos extrangelrO alocados ao projetoem todas as etapas

da
execu申o; e

り Divu1gar e pt]bicar os resultados.
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2. OBJETIVO

2.3 Resultados

Atraヽ･6s da realizae･qo deste programa espera-se obter os seguintes resultados:

Tncentivos a ecnornia agrl'cola nas areas de v孟rzeas, atrav6s de melhoramento

da infra-estrutura;

UtilizaG孟o racional da terra paraambito produG畠o e ambiental;

Ativiza9畠o da economia na畠rea do Estudo;

Melhoramento das condic6es de empregos

At)mento de produG云o alimenticio para o Estado doAnazonas

Melhoramento das condJ'96es dasvida no meiorural
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3. JtJSTIFICATIVA

A importancia de um setor pnmano consolidado e forte para a Regi孟o Amaz6nica 6
●

′ ●

lnquCStion孟vcl･ N孟o se po°e conceber um amplo programa de desenvolvimento
para a

Regl'[IO Amaz6nica que n孟o leve eTTI COnSider9孟o, tamb6m o desenvolvimento da

agneultura pela utiliza9孟o rae)tonal da imensa potencialidade de seus recursos. Possuindo

imensa potcncialidade de recursos naturais para o setor agrl'cola, na Regi孟oAmaz6nica n孟o

encorltra-Se grandes atividades, pelos diversos problemas･ Sendo que o Estado do
′

Arn･1ZOr)aS e grande importador de alimentos de outros estados, na Regi孟oArnaz6nica,

especialnlente, na V孟rzea do rio madcira encontra-se grande n6meros de agrlCultores com

pesimas condi96es pela falta de infra-estutura agrl'cola e de conhecimento agn'cola･

O solo da v畠rzea
- banhado de孟gua branca, fertil, com pH alto e com possibilidade de

produzir pnnc)palmente cereais para a alimenta9孟o b丘sica do povo amazoner)se, foi,

histricamente, cer)6rio que abrigou apenas a cultura de juta,com destaque nosrios
Amazones, medio Solim6es, Madeira e Purds･ Hoje, por6m, a jtltacon a desproporcional

concorTenCia, r)os mercados nacional e internacional, aplica9孟o da fibra sint6tica, foi

drasticamente
atingidapela substituG5o que se processou, tudo isso agravadope1as cortes de

ince71tivos estaduais nas Eases do cultivo e beneficiamento.

Em raz畠o disso, toda a regi孟o de v孟rzea, numa extens孟o terri.torialde cerca de 141.750

km2 (9 % da孟rea total do Estado do Amazonas),perdeu sua i.mporanciae focou sem

utiliza申oplcna e os povoados丘cou pessimas condi96es economlCaS e tOrnOu-Se na

agncultura de subsistencia･ Existem varios problemas que deber孟ser resolvido para po°er

melhorar o nl'vel devida dos carnpesinos･Analizando o setor agl'cola destaca-se os

segtJintes problemas;

Carencias de vias de acceso e meios de transporte

Carencias de infra-estrutura para armazenamento e comercializac孟o

Auseencia de infra-estrutura para condicionamento e transporte
Sistema de produ9孟o e crla9aO Sem muitas alternativas

Inexistencia de elementos estimtlladores da produ9孟o

Alto custo dos produtos de insumos agn'colas, para os produtores e falta de

insumos ao alcance dos produtores

Tradicionalismo predominante da produ9孟o e mまutiliza9孟o de alternativas

que estimulam a produ9孟o
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3. JUSTIFICATIVA

Nos aspetos sociais tamb6m existcm varios problemas, tanto na孟rea de saude e area de

educaG云o･ Existem necessidade de mclhorar as codiG6esrurais atravis de ativaG孟o de setor

agricola･ Especialnlente destacam-se as carencias de infra-estrutura de transporte e

almazentlrnentO･ Se consodera que a-raves do melhoramcnto de sistema de comercializaG孟o

e pr(1duc孟o, avida de rneiorural melhoTaria notavelrnentc.

Exis†em grande possibilidade de exploTar aS terraS Subutilizadas com baixo custo, sem

prejudiciaraspectos ambientais.

Justifl'ca-Se POT COrlSeguinte, o prescnte pro5etoquevisa obter cor)hocimento voltados para
implementar a90S CaPaZeS de proporeionar o abastecimento do mercado comsumidor local,

participar com excedentes no abastecimento em Manaus e consequentemente influenciar na

melhoria da qualidade de vida dos agr)cultores e rebeirinhos.

Pretcnde-se tambim com a ocupa9畠o do homem do campo,minimizar o exodo rural para

para MallauS e OutrO CentrOS urbanos, criar condiG6es sustentabilidade, dentro da din占mica

que objetivamclhor aproveitamento do espa90S agn'colas do Estado doAmazonas.
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4. COOPERACAO EXTERNA SOLICITADA

4. 1 IIERITOS

Estes estudos ser孟o conduzidos atra､･6s de v畠rios t6cnicos que compoem as seguintes

especialidades;

Plarnjadorgeral
Agr6m ono

Econom ista

Economista

Engenbeiro

Engenhe iro

Engenheiro

Engenbeiro

Rural/Comercializaぢ孟o

de estrada

de silo

de porto

Agrimensor

Ecol ogista

Engenheiro de irrigaぢ孟o e drenagem

Engenheiro derio

CUSTOS

Pessoal Ticnico (Saはrios,encargos sociais,

passagens internacinais, diarias, cus†os

operacionais) US$ 2.000.000

4.2 CUSTOS OPERACIONAIS

Para a realiza申o
deste programa estima-se que requer os seguintes custos operacionais:

Pessotlt de apo10

ComunicaG孟o

Analises delmag. Sat61ite

Relat(irios

D iveTSOS

US$ 10.000

US$ 10.000

US$ 300.000

US$ 40.000

US$ 20.000

US$ 380.000
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～

4. COOPFJRACAO EXTERNA SOLICITADA

4.3 TREINAMENTO

Pe559旦1_ユ血迎

Estd pTeVista a ida de tres t6cnicos brasileiros a sede de cooperaG畠o externa, com o ob)'etivo

de recebcr treinamento adicional em ticnicas agncolas e mecaniza95o, alem de part)'cipar

da elこIboraG5o do re7at6rio final.

A dura9孟o do treinamento ser畠de do主s meses e os custos ser云o cobcrtos por recursos da

COOPeraGaO external

Passagens

A)'t]da de custo

US$ 30.000

US$ 70.000

US$ 100.000

資料-34



12/24

■′

4. COOPERAC AO EXTERNA Sol,ICITADA

4.4 EQUTPAMENTOS

SeT畠o adquiridos com recursos da cooperaG豆o externa os equlpamentOS descritos a segulr:

I?- Autom6vel Tipo 'TStation Wagony.

2 Barcos com motor

4 Computadores com Tmprcssora

1 Fotocopiadora

Us令

USS

USS

US‡

60.000

20.000

20.000

10.000

US$ 110.000
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5. CONTRAPARTIDA OFERECTT)A

5.1 IIESSOAL

A Sf三MACT-AM colocar孟a disposi9云o do
projeto

o seguinte pessoal t6cnico-

admin]'strativo:

1

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

Chefe do Projeto
Agr6nom os

Econom istas

Economista Rural/ComercializaG豆o

Engenheiro

Engenheiro

Eれgenbciro

E□genhe ir°

Ecologi sta

Engenhciro

Engenheiro

de estrada

de silo

de porto

Agri Ⅱlen SOT

de imiga9孟o e drerlagem

de rio

CUSTOS

Ticn7'co de Nl'vel StJperior

Sa16rios, Encargos sociais

Diarias

US$ 180.000

US$ 140.000

US$ 40.000
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5. CONTRAPARTIDA OFERECll)A

5.2 MATERtAL PERMANENTE

A SEMACr-AM fbrnecer孟ao pro.7'cto os seguintes materias e equlpamentOS:

4 Auton16veis 4 X 4

(25 % do
valor)

P'1SSagem畠rea interno

2 Barcos com motor

Equipamento de inform孟tica

(Computador, etc.)
Diversos

US$ 40.000

US$ 40.000

US$ 20.000

US$ 20.000

US$ 10.000

US$ 130.000
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5. CONTRAPARTTDA OFERECII)A

5.3 0BRAS ETNSTALACOES

Para sede d(lS atividades do
projetor)o

Brasil a SEMACトAM fornecer孟:

1 Escrit6rio em Manaus, equipado paTa

atendcr as
necessidade do

projcto US$ 10.000

US$ 10.000

5.5 DIVERSOS

Para complcmentaG5o das atividades do
projetoser孟ofornecidos as expensas da

SEMACT-AM:

- Material de consumo para escrit6rio

(papel,fitas para m畠quina, etc.)
- Supnmentos para computador

(rr)aterialdc impressora,
etc.)

- Despesa com telex, fax, etc.

US$ 12.000

US$ 6.000

US$ 12.000

US$ 30.000

資料-38



16β4

6. METODOLOGIA

Utilizar-se-a o metodo de ae孟o participativa, tendo como cen血io b畠sico as pesqulSaS

- realiztldos sobre o solo de vdrzca e suas especificidade da reglaO, 0 que repreSe71tara

basicLITTlente 0 Seguintc:

realizaG孟o de ”Workshop-- com os t6cnicos e peritos JaPOneSaS a Serem

envolvidos no projeto,apos estudo detalhado da realidade reglOnal;

′

zoneamento da v孟rzea a†rav6s de analyses de imagem satelite;

elabora9孟o das programas;

estimaG孟o de custos de cada programa e avalia9孟o; e

formulaG孟o de planos de dcsenvolvimento agrl'cola na v孟rzea.

1) Esquerna do Estudo

O estudo scr畠conduzido em cuatro Eases, com as seguintes metas.

FaseI :

Fase II

Fase III

Fase IV

Diagnosticar a area do Estudo fotografico

Analysis da imagem satelite e zoneamento da vdrzea

Elaborar os programas e estimar os custos

Aval)tar os programas, pnorizar os programas e formular plano
de dcsenvolvimento agn'cola na vazea

2) Estudo da Fase I

O Estudo da Fase I ser孟conduzido para coleitar os dados/informaG6es atrav6s davisitas ao

munlC7P]OS a Ser beneficiados, com o rim de diagnosticar e utilizar como uma base de

planeJamentO nOS Seguintes pontos:

Aspectos naturais;

Utiliza9畠o da terra;

Produ9孟o Agricola e economia de agricultores;
Tnfra-estrutura de produ9孟o agrl'cola;

Infra-estrutura de transporte;

Infra-estrutura social;
Sistema de

comercializa申o;
e

Meio Ambiente.
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占. METODOLOGtA

3) Estudo da Fase TI

O Estudo da Fasc II serまconduz)'do paTa Obter novos dados suplenlentareS que n豆o existam
dcr)tro da畠rea do Estudo, atravis dos seguintes atividades:

Analysis de imagenl Satelite da孟rea do Estudo (Utiliza申oda terra, area de

v畠rzea, etc.);
Zoneamento da v孟rzea;
InvestigaG孟o de meio ambiente; e

lnvestigaG孟o de condie6cs naturais.

4) Estudo da Fase lII

No Estudo da Fase III, ser孟o cor)duzidos asformulaG6es e estima9孟o dos custo mos

seguintes pr()gramas:

Programa de almazenagem e transporte (silopara secagem e

transporte e estocagem),
Program a

Program a

Program a

Program a

de produ9孟o agrl'cola,

de utilizaG畠o da terra,

de assentamento,

de rodov)'asvicinais,

Programa dc coTIServaC孟o de meio ambiente (EdtlCa申oambiental,

conserva9孟o de solo, etc･),
Programa de infra-estrutura social (Escola,Posto de sadde, Centro

comunit孟rio, ctc.).

6) Estudo da Fase rV

No Estudo da Fase V, ser孟o avaliados cada programa do ponto devista s6cio-econ6mico,

para folumular o plano para esta area de Estudo, cuJa reSultados ser5o resumidos no

Relat(～r主oFinal.
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占. METODOl+OGIA

7) Rclat6rio

Os seguintes relat6rios ser豆o preparados e ser孟o submitidos畠Agencia Brasileira de

Coopera9aO e a SEMACr :

a. Rela代irio lnicial

b.

C.

C.

d.

e.

Virlte (20)copias no inicio do Estudo no Brasil

Relat6rio de Campo

Vinte (20) copias no final do Estudo Fase I flo Brasil

Relat6rio Intermedi畠rio (I)

Vinte (210)copias no final do Estudo Fase II

Relat6rio lntermediario (ⅠⅠ)

Virlte (20) copias no finaldo Estudo Fase III

Esboco do Relat6rio Final

Vinte (20) copias no finaldo Estudo Fase V

Relat6rio Final

Cinquenta (50)copias com um mes ao receber o comentario por escrito sob o EsboぢO

do Relat6rio Final, que ser畠submetidope1a JICA em quatro(4)semanas depois da

explica申o
do EsboGO do Rclat6rio Finalpela Miss孟o de Estudo Japones.

資料-41



1 9/24

6. METODOI.OGIA

7) ProgTama do Estudo

Estes estudos ser云o conduzidos atrav6s de v畠rios ticnicos que compoem as seguintes

espeeialidades:

Planejadorgeral
Agr6mono

Economista

Econom ista

Engenheiro

Engenheiro

Engenbe iro

EngeTlheiro

Ecologista

Engenheiro

Rural/C(1 m e rCializa申o
de estrada

de silo

de porto

Agrimensor

de irrigacLqO e drenagem

Engenheiro de rio

Os tempos requiridos para relizar este Estudo estima-se os seguintes;

FaseI :

Fase II

Fase llI

Fase Ⅳ

2 1ⅥCSeS

3 meses

4 meses

3 meses
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7. AREADEEXECUCAO

A畠rea a ser estt)dado por este pro)'cto 6 na畠rea de varzea extendida entre as municipios de

･ Borba ate Manicor6, com uma extcns5o aproxidada de 240 km de longittldeque se indicam

na figul'Ta Seguicnte･ Os muruc)plOS a Ser beneficiados sepera-se os municipios de Borba,

Nova Aripuan貞, Marlicor6 e Apui.
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8.DETAuTAMENTODOPROJETO

a)PlanodeTrabalho

COnTC)0 DESCRTCAO DIAS CUSTO-USS

01(Y)0 FaseI 60

90

120

90

01100
-Relat6rioTnieial

01200
-EseolhaeE.tamedosDados

01300
-EstudoT6mieonasAreas

01400
-Relat6riodeCampo

02(Y)0 FaseTI

02100
-Analysisdeimagemdesatelite

02200
-hvestigaq岳odemeioambiente

0'?._300
-Zoneamentodav孟rzea

02400
-Relat6riorn†ermedidario(I)

03CnO FaseIII

03100 -Formulaq5odosProgramas

03200
-Estimaq豆odoscustos

03400

04000

-Relat6riolntermediario(ⅠⅠⅠ)

FaseIV

04100 -Avaliq豆odecadaPrograma

04200
-Formulaq岳odoPlanodedesenvolvimentodaVdrzea

04300
-EsbocodoRelat6rioFinal

04400
-Relat6rioFinal
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8.DETALIIAMFJNTOI)OPROJETO

b)Or9amerltO/Cooperaq豆oExterrlaSolicitada

rrEM Rec1】rSOSaUtilizar CUSTO

(USS)
7)esenqao Quantidade

1

つ

3

Cnnく11T†ora

PessoalT6cTlieo

Salario偲neargo

PassageTnn)近ria

CustoOperacional

80,OH/M

12meses

2vehic.

2.000.000

380.000

PessbaldeapolO 10.000

Comunicac,ao 10.000

AnalisesdeTmag.Sat61ite 300.000

Relat6rios 40.000

Diversos

F.nll]'TumentLl

20.000

120.000

Slat).onWagon 60.(X)0

Bareos 2barcos 20.000

Comptrtador 4tjnid. 20.000

Fotocopiadora 1Unid.

6H/M

10.(氾0

Mat.deConslユmO

Tre]'nf[men†n

10.α)0

100.000

T6enico

Passagem 30.000

AjudadeCt)sto 70.(X)0
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8.DETAL打AMENTODOPROJETO

e)Or-amento/Contrapartidadalr)stitt]q孟oEL･eCutOra

llerr) Peri(泊o Pcssoal Treir)am. Material

Perrr)ar】er).

(わrase

hslaG.

Diversos TOTAL

180.(X氾 130.Om 10.(XX〉 3O.㈱ 350.(X沿
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8.DETALf7AMErWODOPROJETO

a)DemoTIStrativodasContribuq6esFinaneel'ras

DeseTlぢaO Cooperaqao

Externa

Contrar)artida

Oferecida

Pessoal(incluindosal血ios,encargos,passagerlS, 2.000.000

380.0(X)

180.000

130.000

10.000

ete.)

Custosoperacionais

Tteinamento 100.000

Equipamentos 110.000

2.590.000

Obraselnstalaq6es

D]'vel下OS 30.000

350.000
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付属資料

3.アマゾナス州パルゼィア開発原案

(アマゾナス州環境科学技術局補佐官長岡氏作成)



『アマゾナス州のパルジァ(浸水林地帯)の開発計画に対す

る脱穀､乾燥調整整備の援助申請ならびに上記事項の事前

調査に関する技術専門家の派遣要請の件について(原案) 』

アマゾナス州の､乾季に陸地となり雨季に水面下になるパルジァと呼ばれる土地は､約

141,750km2 (全州面積の9%)に達するといわれる｡パルジァは地味肥沃であり､基礎

食糧と言われる米､豆､トウモロコシ､キヤサッパ等の主要作物がよくできる｡よって､

歴代の州知事によって穀物の増産計画が計られるたびに､その重要性が叫ばれるが､な

かなか生産量が上がらず､計画が途中で立ち消えになって終わっている｡

州都マナオス市(人口約130万人,州人口の約50%が一都市に集中している)の近郊地

帯は1 9 50年以後,マオナス市で消費される野菜栽培が盛んであるが､その他の諸河

流域ではなんら見るベき生産物は見られない｡近年までは,アマゾナス本涜､ソリモン

エス河､マディラ河,ブルース河の中続から下流にかけてジュート(黄麻)栽培が盛ん

に行なわれ､河川沿岸農家の唯一の瑛金収入源として､また栽培跡地を牛の放牧地とし

て大きな役割をはたしてきたが､合成繊離の量産化､多様化におされ､価格の低下を招

き､本年度から州政府奨励作物の砕からも外され､生産者に対する種子の配布も中止さ

れた｡ 1 930年代に故尾山良太氏がアマゾン河涜域に適したジュートを発見して以来,

アマゾン河､低湿地唯一の換金作物として,半世紀以上にわたり栽培されてきた作物の

歴史がここに幕を閉じようとしている｡

では､バルジァにおける換金作物としてジュートに代わる作物として何があるか?現在､

多くの河川流域の農業者は､何を作付けるベきか途方に暮れているのが実状である｡ト

ウモロコシ､米,豆等が良くできる土地でありながら､なぜこれらの雑穀類が植え付け

されないのか?農民に言わせると､作っても売れない､売る相手もないとのことである｡

商人に言わせると､穀物に水分が多く(軽焼していない)商品としての価値がないと言

うし､州政府の担当者は､流通機構ができていないから売れないので､その機構を早急

に作ることが先決問題であると言う｡なるほど,それぞれの言うことにもっともな理由

があるが､はたして何が一番大きな障害となっているか,その実態を知る必要があると

思われる｡

アマゾンの浸水林地帯(パルジァ)と海岸線にある水中林(マングローブ)に似ている

が､マングローブの冠水周期は潮の干満により日に2回であるが､アマゾンのパルジァ

の冠水周期は雨季､乾季による河水の増減によるものであり, 1年1固で,落差は4-L

5mのところから1 0m-以上に達する場所もある｡よって冠水期間は各河川によって差が

あり､ 1ケ月以内のところから4-5ケ月に及ぷところまである｡その面積は､極めて

広大であり距杜も長いo各河川それぞれ特徴があり､一括しては話を進めにくいので､
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各支流の中で,比較的に住民が多く､蛇行が少なくて交通の便がよい故に､マディラ河

を選んで話を進めたい｡

マディラ河の中流に位置するノーポ､アリブナン郡､マニコレ都では,増水ピークは3

月末-4月初旬であり､満水期間は1ケ月以内を通常とする｡そして､ 10月末-1 1

月初旬が最減水期であり, 11月1 5日を過ぎると河水が増水し始める｡土の地帯の増減

水の周期は,マナオス市の近郊を流れる河と比較して約3ケ月程早いので､その有利性

を生かした農業としてマナオス市場向けの西瓜栽培が盛んである｡

西瓜の作付けは,減水直後､雑草のない前作の跡地に5月-6月にかけて植え付けされ､

8月-9月にかけてマナオスに出荷される｡この西瓜の作付けは,河水が増水ピークに

達する直前に甫場を清掃し水没させる要があるが､この甫場造成にはジュート(黄麻)栽

培が最適であった｡

パルジァのジュート栽培とともにトウモロコシ栽培は､乾季の7月-9月頃､雑木を切

り払い火入れを行なった後､作付けされる｡そして､問題の収穫時は雨季の真最中､し

かも､河水が急速に増水中の1月-2月に行なわれる｡これは陸稲の栽培時期も同じで

ある｡

アマゾン流域最大のトウモロコシ栽培地帯であるロンドニア州の栽培は､伐採山焼きの

あと, 9月-10月に播種し, 1月-2月頃完熟した実包を折り曲げ､下向きにして雨

季の間中雨水の進入を防ぎ,そして最後の収穫調老は乾季に入り完全に乾燥してから行

なうので､作物の乾燥度には問題はない｡

これに反して,マディラ河のトウモロコシは､完熟するころには河水が増水中で,そのま

ま甫場に置いておくことができない(ほとんどの甫場は水没する)
｡そして､増えてく

る水に追われるように実包を収穫し,手によって脱粧し､袋詰めして出荷せざるを得な

い｡そのうえ､連日の雨で太陽乾燥することもできない｡これが,マディラ河のトウモ

ロコシが禾乾燥のまま出荷される理由である｡甚だしい場合は､袋の中で発熱発酵して

市場に到着するため､商人から見れば危険で商品価値がなく,生産者は売ろうとしても

買い手がないということになり､流通機構の有無以前の問題である｡

このよ.うな事情にある当地方の穀物生産を計るには､作物の.作付けを奨威すると同時,
あるいはその以前に生産地に合わせた脱穀調整設備の完備が必要不可欠である｡これら

の諸設備は､大きな潜在能力を秘めるパルジァの合理的農業利用への第一歩であると考

える｡
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この計画に必要な諸設備(-単位に対して)

主要品目

① 循環式穀物乾燥機

② 中型精米機(120袋/日)

③

㊨

⑤

㊨

⑦

中型箱型船

トウモロコシ脱粒機

脱穀機(バッテドール)

ウルクー脱粒機(デスカショバディラ)

水上交通機関

(1)小型船舶 30HP.-50IiP.

(2)船外機船

1台

1台

2隻

2台

2台

2台

2隻

2隻

⑧ 施設設置用土地

⑨ 乾燥機､精米機､収容家屋､倉庫

① 運転資金(2年間) 3年目以降の運転資金は伯国側持ち､または独立採算とする｡

(1)燃料費

(2)人件草

(3)生産物購入資金

備 考

①､ ②の施設は､ノーボ,アリプナン市の河岸の冠水しない土地を選び定置式

とする｡

③のバルサは､甲板面積の広くとれて安定性のある双胴船型式とし､時期に応

じて㊥､ ⑤､ ⑥の諸機械を搭載し､河岸を移動し生産物の脱穀作業,買い付け

にあたる｡

⑦水上交通機関は､脱穀された農作物が変質しない以前にノーポ､アリブナン

市の乾燥設備に搬入するために､小回りのきく小型船とする｡

上記一式の諸機械はパルジァ開発計画のキーポイントであるが､ノーポ,アリ

ブナン郡に設定されている､エスペランサ植民地計画(3 00家族入植済み)

の要請にも答えるものとする｡

以上は,アマゾン河の一大支流であるマディラ河の中程にあるノー由■､アリブナン市を

中心として設定予定の単位である｡アマゾナス州にはこれらの他にパルジァ開発計画実

行可能な広大な土地があるが､すべてノーボ,アリブナン市に設定する議験的事業の成

否如何にかかっている｡よって､この試験的計画に要する必要資金の援助ならびに同計

画に関する技術専門家の派遣をお願いしたい｡
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追 記

前述の諸項目は､窒息しつつあるパルジァ農業に括を入れるために人力で行なわれる農

業への補助手段(調整部門)として､早急に必要な事柄であり､パルジァ農業の第一歩

である｡パルジァ農業の正常な進展を計るためには､採取農業(例えば､ゴム､カカオ

の混植農法)の拡大と,一般耕種農業の機械化が考慮されるべきであるが､パルジァの

機械化は､抜根整地(クローラー型トラクタ∵)播種作業までは作業時間が乾季であり､

地面が乾燥しているので機械化が可能である｡しかし､収穫作業は､時期が雨季になり

土地が湿潤になるため､当ブラジル製の大型収穫機は重すぎて入らない｡よって､収穫

作業は人力によらざるを得ず,自ら栽培面積の拡大が制御されてくる｡パルジァに耕作

可能な穀物としては米､トウモロコシ､豆が挙げられるが､トウモロコシ用の小型収穫

機はいまだないようであるが､稲作用としては日本の水田用コンバインの導入が可能で

あると考えられ､導入してみるべきであると考える｡

パルジァの抜根整地作業に関して言及すると､抜根そのものは比較的容易であるが､原

生林あるいは再生林でも直ちに重機械を入れての抜根作業は一考を要する.パルジァの

森林は､一皮焼き払って焼畑農作を行なえば､木の根株は腐れてしまい､ほとんど残ら

ないという特性を生かすべきである｡よって､小面積の場合ほとんど問題にならないが､

面積が増えてくると､土地が平坦でないことにぶつかり,機械化農業の進展を阻止して

いるのがわかる｡よって,均平作業が必要になってくるが､重機械による均平作業は､

深部のハロゲン化土壌が耕土部分にくることも考えられ､金もかかり勧められない｡こ

の点は､拙文｢アマゾナス州における農業開発と森林保護､出材と植林+ (1 98 1年)

の第三章｢パルジァの農業+の第3､ 4､ 5項に概説したが､要は､均平作業は､河岸

のヘスチンガ･アルトと呼ばれる高い土地を切り開き､白濁水を内陸部に導入して､年

月をかけて濁水の沈殿作用を利用した均平作業を採用すべきである｡

白濁水を導入､滞水による沈殿作用を待つとは大分気の長い話と考えられるが､マディ

ラ河の増水期の濁水度は, -一般の想像を絶し､コップー杯の水をくんでしばらく置くと､

コップの底一面に明確な沈据が見られるほどであり､一本の導水路開設によって猿人さ

れる土量は､■一寸計り知れない量であると思う｡なお､この導水路開設後､均平作業が

大方できあがるまでは､ある程度の年月を要するが､この期間中開設された導水路は､

魚類の産卵場所の増大､拡散,ひいては自然界の魚類の増殖という大きな効用をも併存

していることを特筆しておく｡

1991年8月

長岡 正雄
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『自然状態におけるアマゾン魚類の産卵場所の増加､拡散ならびに増殖試験計画』

この計画は､昨今流行の魚類養殖計画とは根本的に異なる｡一般の養殖計画は,銀行融

資を仰ぎ､あるいは自力で､小川をせき止め人造湖を作るか､自然の湖沼に手を加えて

魚類を養殖し､成魚を販売して利潤を上げることを目的としている｡つまり､作り上げ

た成魚はあくまでも個人のものであり,自然の魚類の繁殖には何ら関与していない｡

この計画は､個人の利益を追求するという観点以前に自然の魚類の増殖を計り､その地

方の住民全体に豊富な食料を提供することを目的としている｡順次この計画を広げるこ

とにより,一つの河川系統､ひいてはアマゾン全体の魚類の増加を計ることができる方

法である｡

アマゾンの田舎では,年々魚類が少なくなってきているが､その原因は何であるか｡自

然条件下で大多数の魚類､特に数の多い草食魚類の産卵は､清澄な河川の水と白濁水の

合流点で､しかも､すぐ近くに稚魚の逃げ場となる水草のある場所で行なわれるのを常

とする｡よって､この合流点には､漁業を本職とする漁師の船が群がり､産卵に集まる

魚類を一網打尽にして都市部に持ち去る｡そして､本来魚類が豊富であった産卵場所と

その周辺には,年々魚影が少なくなり､反面蚊都の増加が甚だしくなっているのが現状

である｡

産卵時期の魚を捕ることを禁止する法律はかなり以前からあったが､これを取り締まる

人間もなく,長い間放任されてきた｡そして,都市部への人口集中が一層激しくなると､

その食料供給源として､一種の必要悪として黙認されるようになってきている｡ブラジ

ル政府では､昨年から森林伐採の規制監督ならびに産卵時期の魚猟を禁止し始めている

が､広大なアマゾンに無数ともいえるほどある合流点での監督は､ほとんど不可能であ

る｡さらに､この禁止項目を完全に実施したならば､都市部への食料供給をどうするの

かということが､新しい問題として惹起されてくる｡

この間題を解決し､減少しつつある魚類を以前の状態にもどす方法として,河岸のヘス

ナンガ･アルト(パルジァの最も高い部分)を切り開き､本流の濁流をイガポーに導入

し､産卵場所を拡散､‾増大する方法を提案する｡そして､イガポーに水草を植えればよ

い(濁水中には水草の種子が豊富に浮進しているので,実際には栽植する必要はないか

もしれないが) 0

私の観察によると､マディラ河の増水期(魚類の産卵期に当たる)に増水速度が急激に

早くなる時期がある(現地ではヘビケッチ･グランデと呼ぷ)
｡この時期には､本流の

濁流が中小の支流､湖沼に逆流して支流の清澄な水を何十キロメートルも上滝に押し返
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すが､その際､河岸に草の生えている場所に限り,産卵が行なわれるのが見られる｡以

上の観察から､清澄な水あるいは腐れかかっている水のイガポーに白濁水を導入すれば､

人工的に合涜点と同じ魚類の産卵条件を造りだすことができると考える｡

イガポーはあらゆる高さの木が生えており､魚網による漁は刺し網以外に漁猟の方法が

ないので､本業の漁師による漁猟は不可能である｡したがって､産卵時期の漁労を禁止

する必要はない｡浸水林の木々は､濁流によって殺人されてくる況土の堆積の厚さが1

年に50cm以上になった場合､根部の空気(酸素)の流通が極端に悪くなり窒息してし

まい､耐水性の強い種類の木々まで枯死してしまい､立ち枯れ状を呈する｡この枯死し

ていく部分に水草を栽植するのだが､前述のように自然に生えてくるので､その必要は

ないと思われる｡

この導水路開削事業による産卵場所増設分散計画が期待するように進行したなら､漁獲

量の少ないマディラ河全流(直線距離90 0km)に施業すべきである｡そうなれば,産

卵時期の漁猟禁止問題も減少し,漁獲高も倍増するであろう｡

上記の事柄は､成熟卵をかかえた魚が漁師の手を逃れて産卵を行なう場所を増設し,後

日の魚郡の増加を狙ったものである｡しかし,産卵された卵が成魚になるまでのロスを

どのように予防するか､これは一切天然のままである｡このプロセスを人工的に大幅に

改善しようというのが,増殖計画の第2段階､第3段階の事業である｡

第2段階の事業は､貯化場,稚魚養殖場を建設し,成熟卵を採集して貯化し､ある程度

の大きさになってから天然の河川に放流し､魚類の増殖を計る方法であり､弟1段階の

事業に比べてより積極的な方法である｡

現在のところ､草食魚類が成魚に達するために必要な年月は定かではない｡草食魚類は

一般に小型であり数も多く値段も安いので､研究機関もより高価な肉食魚類あるいは雑

食魚類に重点をおいているようである｡よって､自然状態で草食魚類が成魚に達する年

月は不明であるが､小型の魚類は1年,中型の魚類は2-3年はかかるとみなければな

らない｡

合流点にのみ産卵する習性のある草食魚類は､河の水が増水中のみに産卵し､減水中に

は決して産卵しない.マディラ渓谷のマニコレ郡内では,最渇水期峠10月の末から1 1月

の初めである｡増水が本格的になる1 2月に入ると､サルジーニヤ,パター､プランキーニヤ､

クビウ類が川上から下ってきて産卵を開始し､次に小型のジャラキー､大型のジャラキー

の順に産卵する｡そして最後に､クリマター､ジャトアラーナが1月中に産卵を終える｡

この産卵順序は,混同することは.あっても木変であり(この産卵順序は,浮遊単産卵型

式であろことに何か関係があるかもしれない)
,‾早く産卵する種類ほど成魚になるまで

の所要期間は短いようである｡
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12jJ初めに産卵する種類は､稚魚養殖池に入れて保育したならば､増水がピークに達す

る3月の末までにはかなりの大きさになり､自然の河川に放流しても十分に生き延びる

ことができると考える｡よって,この稚魚養殖場の堤の高さは､最増水の水位よりいく

らか低く､堤防全線から幼魚が一斉に逸散するようにすれば､放流の手間が省け,幼魚

の大敵であるナマズ類による被害を最小限に食い止めることができるという利点がある｡

次に第3段階の事業であるが､成魚に達するのに2年以上を要するジャラキー､クリマ

ター､ジャタウアラーナ等に適用すれば､より効率のよい魚類の増加が期待できる方法

である｡

アマゾナス州の河川の増減水の落差は1 0m以上ある｡増水期には広大な水中林地帯(豊

富に落下する木の実､その他で魚類の生長の便が計れるが)は,すべて水だらけになる｡

渇水期には湖沼の面積は縮小し､あるいは水が腐る｡極端な場合は乾上り､多数の魚類

が死亡することもある｡よって､湖沼の出口が閉鎖する以前に､多くの魚郡が細い支流

から本流へ逃れようとするが､そこでは大小のナマズ類が待ち構えているということに

なる｡

成魚になるまでに2年を要する草食魚類は,渇水期そして弱肉強食の修羅場を2度も通

過しなければならない｡このロスを避けるためには､最初の渇水期の期間中に幼魚を保

育できる養魚場を造らなければならない｡そして､渇水期が過ぎて1 2月の初めに本格

的な増水が始まった時点で河川に放流すれば良いというわけである｡しかし,そのため

には､幼魚を10ケ月-12ケ月くらい保育できるかなりの面積(50町歩以上)の養

魚場を必要とする｡さらに､放流された魚類は,もう一度渇水期を過ごすことになるの

だが､ジャラキー,クリマター類はほとんど成魚に達し､はるか川上の清澄な水に住ん

でいることもあって､ナマズ類による被害はほとんど考えられない｡

以上が自然状態における魚類の増加を計る方法のアウトラインであるが､これを実行に

移すとなると､種々の問題や制約がともなってくる｡アマゾンが広大だとはいえ､河川

や湖沼のあたりは本地権,仮地権その他にかかわらず､すべて持ち主がいる｡土地につ

いてそれらの許可を得るのが最初の難関である｡最も簡単な作業である白濁水を導入す

るための開清作業を行なう場所について交渉したこともあるが､理由を説明したにもか

かわらず､なかなか理解してもらえずに永諾してもらうのに2週間もかかった｡反対す

る理由は､政府に対する不信感から､そして､開溝部分からパルジァそのものの侵食崩

壌が起こりはしないかという理由からである｡

第2投階､第3段階の事業は,第1段階の事業に比較してより難題である｡まず,次の

条件の大部分を満たす土地を選定しなければならない｡
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･

土地の持ち主の了暴を得ること｡

養魚場に赦した滞排水可能な土地であること｡

･養魚場に給水する導入可能な水源が確保できる土地であること(このことは､アマ

ゾン平原が平坦であるため､自然の落差のある場所はほとんどなく､アマゾンの増

減水の差が10m以上もあることもあって､極めて困難な条件である) 0

･幼魚を放流するのに適した天然の河川があること(湖招のみの場合,渇水期に魚類

の生存が困難であるから､かなり大きな支涜があることが前提条件となる) 0

なお､生長期間にある草食魚類は清澄な水に住み成育するため､本流の白濁水には成魚

しか住んでいない｡産卵のために､合沌点に出た魚が本流を逆行するのと,渇水期に湖

沼から逃げ出した魚が本流を速泳していると思われる｡条件を満たした土地の例として､

マディラ河の-支流で中型船舶の航行可能なアチニンガ川の合流点付近がある｡アチニ

ンガ川は､渇水期でも約40km上流まで川幅が広く､幼魚の育成に最適な条件を備えて

いる(マニコレ郡内でも､最も魚肉がおいしいところでもある) 0

一般的に魚類の養殖となると､値段の高いピラルク-､タンパキー等の肉食魚類､ある

いは雑食魚類の養殖が優先されるが､飼料をどうするかが問題である｡科学の世界では

無から有は生じないが､魚の世界も同じである｡最初､水中の溶解養分の成分を元にし

て植物性プランクトンが発生し､動物性プランクトン､さらに草食魚類､雑食魚類､肉

食魚類となっていく｡自然界で小型の草食魚類が増えることは､とりもなおさず,より

大型の雑食および肉食魚類も増えることになる｡

以上の諸条件は自然の魚類の増殖を計る試験的計画であり､基本的な考えについては

1981年にも論文としてまとめており､その後､ SUDEPE (漁業振興局)にも2度

提出している｡ところが､ブラジル政府および役人の考えは､すべて個人の利益を追求

することにあるため､この計画のように自然の魚類繁殖を狙う計画には､どこか抜け道

があり､実現不可能とみられたのかもしれず､今までに採用されていない｡よって､パ

ルジァ開発計画の一つとして,日本政府からの援助をお願いする次第である｡

1991年1 1月20日

アマゾナス州環境局熱帯雨林地域開発研究財団

長岡 正雄
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『アマゾナス州のパルジァ(浸水林地帯)農業の基礎を固

めるための試験的嵩上げ工事事業に対する必要機械およ

び初期運搬資金の援助申請について』 (パルジァ計画Ⅲ)

アマゾナス州の浸水林地帯は､地味肥沃で偉大な生産能力を秘めており､食料生産の予

備地帯として見立てたならば､アマゾンの全人口を養っても余りあるほどの食料生産が

可能であると言われている｡ところが,あまりにも広大な土地であり､どこから始めた

らよいか見当がつかず､河川によっては蛇行が激しいために､より遠隔地化しており､

現在のままでは手がつけられない状態にある｡よって,農業の基礎を固めるとしても､

生産物の搬出可能な地帯の問題から解決していかなければならない｡

一口にアマゾナス州のパルジァ地帯といっても､各地方ごとに特性を持っているので,

今後の農業の発展のためには､それぞれの特異性を生かした農業方法を推奨すべきであ

ると考える｡

マナウス市近郊のパルジァは､減水期に露出する肥沃な土壌を利用して､ほとんど無肥

料で野菜を栽培しているが､その他に極めてまれだが､短期間に生産可能な果樹類の栽

培が行なわれているのも見られる｡しかし､何年かごとに起こる大増水により枯死して

しまい､すべての作業は零から再出発ということの繰り返しである｡

また､バイショ･アマゾナス地方では放牧業が盛んであるが､増水期には牧牛のいる場

所がなくなり,他の浸水しない土地(アマゾン準平原)に牛郡を移動するか､マロンバ

と呼ばれる一種の簡易筏を作り,増水期間中にはこの筏の上で牛郡を飼育しなければな

らない｡これがまた大変な仕事である｡

さらに､上記の2地方に限らず,各河川の沿岸に広がる広大なパルジァにも人間は住ん

でいる｡彼等は､何年かおきに訪れる大増水に脅えながらも､パルジァ地帯からなかな

か離れようとしない.それは､彼等の後方に続く高台(アマゾン準平原)の土塊はだい

たいにおいてやせており､作物のできが悪いことを知っているが､パルジァに住めば日

常の交通機関(船舶)が常に家の前を通るし,食料である魚類の入手が容易であり､し

かも､減水期には露出してくる舵土を利用して短期作物がよくできるという理由からで

ある｡彼等の夢は,この土地でせめて住宅を建てる部分だけでも水が上がらなかったら､

鶏や豚などを年間を通じて飼うことができるのにというものである｡

本計画は,まず最初に大江沿岸の住民の夢をかなえることであり､次にこの地方にあっ

た農業が永続できる条件を整えることである｡そして,住民が定着するためにも,生活

でき得る程度,さらにそれ以上の農作物を収穫しなければならない｡
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その方法は､大江沿岸の今までの最大増水時に水没した水深が1m前後のヘスチンガ･ア

ルト(標高の高いパルジァ)を選び､最増水位以上1mの高さに高上げする(土を盛りあ

げる)
｡そうすれば､以後自然に沈下するとしても､住宅の建つ場所ならびにバイショ･

アマゾナス地方で大増水のたびに行なわれているマロンバを作成する必要はなくなる｡

この作業によって､大増水の年ごとに惹起される問題､すなわち大洪水の度に起こる住

民の避難と生活援助のための必要資金の問題の大部分は解決されることになる｡

次に野菜栽培地帯の問題であるが,増水による漫水あるいは冠水は-･つの年中行事であ

り､冠水ごとに肥沃な有機質に富む泥土の供給があり,むしろ歓迎すべきことである｡

ただし､これは棄野菜を主とした営農形態であり,毎年新しく植え付けなければならな

い｡この地方の土壌は､上記の菓野菜の他に､パパイヤ,バナナ､マラクジヤ(パッション

フルーツ)および柑橘類が良くできるが､これらの作物は､大増水がきて甫場が少しでも

浸水すると(根元に永が来ただけで)
､すぐ枯れてしまう｡そして､減水し始めると再

び新しく作付けが行なわれるが､収穫が始まるまで最低6ケ月-1 0ケ月を要するので,

これらの作物の新植は大きな賭けともいえる｡したがって,ほとんどの住民は,増水で

作物が枯れてしまうという理由で,永年作物､半永年作物は栽培しないというのが現状

である｡

アマゾナス州の州都マナウス市は水上交通の要衝に位置するが,その土壌はアマゾンで

も最低の部に属し､マナウス市北方に続く土地200km以内は､米,豆はおろか,マン

ジョカさえもろくにできない土地である｡そのため､すべての農産物を州外からの移入

に頼らざるを待ない｡最も短期間に生産に入る果樹､バナナ,パパイヤ,マラクジャに

しても､マナウス市北方の高台では､必ず有機質肥料の使用が要求されるため､生産量

がほとんどない｡かろうじて生産がみられるのは,パパイヤ(ハワイ種)であるが､そ

のためには多量の鶏糞の施肥と乾季中の潅水が必要になる｡つまり､生産量が少なく値

段も高く､最も収入の上がる作物である｡しかも､肥料不足あるいは乾季中の水分不足

が起こると､開花しても結果しないという問題がある｡パルジァは､土壌が肥沃であり､

乾季でも毛細管水の上昇が盛んであるため､潅水の必要はない.したがって､この嵩上

げ工事によりパパイヤの生産地を造成すれば､半永年作物(3年)であるから､農民の

生活安定に寄与することになる｡

パパイヤは､嵩上げ工事さえすれば全州内で生産可能であるが(高台の土地でも､肥沃

な土地,赤樺色ラテライト土壌では特によくできる)
,収穫後の後熟作用が速やかなの

で遠距離輸送が難しく､現在のところはマナウス市近郊に限られている｡バナナとマラ

クジャは,輸送に耐えるので､かなり遠方でも栽培,出荷が可能である｡もし､これら

の作物の通年栽培ができるようになれば,マナウス市への豊富な果物類の供給が可能に

なる｡
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マラクジャ栽培は､一般的に1.5m-2.Omの高さの柵作りあるいは垣根作りがみられ

るが､いずれにしろ資材費(杭､針金等)が高くつく｡そこで提案したいのが､低所得

農民用としての生支柱の方法である｡生支柱に使用する木は､グリシリージと呼ばれる

木であり,フィリピンではピメンタ･ドヘ-ノの支柱として使用されている｡別名カカ

オの母と呼ばれる豆科の中型潅木で,最も容易に押木で繁殖できる木である｡この木の

種子をフィリピンのバタンガス地方から入手し,マナウス市郊外で実際に栽植したとこ

ろ､約1.5mの高さから多くの枝が分岐し､しかもあまり高くならない｡樹冠の下は､

ほどよい日陰で地温が上がらず､ピメンタの生支柱に最適である(摂氏28度以上にな

ると､ピメンタの病原菌､フザレウム菌が爆発的に繁殖することが知られている) 0

この木にマタラジャを這い上がらせれば､収穫は､週2回､地上に落ちた実を回収する

だけでよい｡木の下は半日陰になっているので､落下した実も長持ちする｡また､上部

に繁茂する枝葉は年に1回位伐り払えばよいが､この葉は家畜が好んで食べるので(レ

ウセ-ナ-銀ネムの葉よりも好んで食べる)
､増水期には家畜の飼料にすれば一石二鳥

である｡ただ,園内に家畜を放牧する方法は､一応､試験してみなければならない｡こ

の方法を採用すれば､資材費を要せずマラクジャ栽培を拡大することができる｡つまり､

マナウス市民の食用としてだけでなく､果汁の工業化を計ることにもなる(鎮静剤とし

ても利用されるため,航空機内の飲料としても多く用いられる) ｡

パルジァの土地は,ほとんどの作物を無肥料で栽培できる能力を持っている｡この肥沃

性は､河水によって運ばれてきたものであると同時に､この河水によって作物が枯死す

るという反面を持っている｡そこで､この河水を制御することによって､より有利な栽

培方法が確立されるわけである｡日本では昔から治山治水といわれているが､アマゾンの

河水は,あまりにも荘大な量であり､正面からではとても太刀打ちできない｡したがって,

河水を制御するのではなく､地面が水面から擢でているようにすればよい(当地方は､

現在のところ全面森林に覆われているので,いわゆる鉄砲水はない) 0

その嵩上げの方法としては,甫場全面の嵩上げを行なわず､河岸から直角に2 0mの幅で

地上を1.5m掘り取り､その土を20m幅の場所に1.5mの高さに盛り上げて､漫水に

弱い果物の甫場とする(模式図参照)
｡掘り取った場所は､増水期に濁水が侵入し新し

い況土を沈殿して行なうので､甫場はまもなく再生するo

施業方式は､タロ-ラー型トラクターの排上板で土を削り取り､そのまま押し上げ,最

後に上部を平にするだけの簡単な作業である｡この作業は､過去の最大増水位が最高地

上1血の場所を選んで行なうべきである｡

冠水する深さが1m以上から2m位の場所､あるいは面積が大きく.なった場合,トラクター

のみの作業は過重になると思われる｡したがって､トラクタ-で周囲を盛り上げ上部を
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均平鎮圧した後に､増水期の濁水を(より泥土の含有料大)揚水ポンプで汲み入れ､含

有物の沈殿を計るという本格的な嵩上げ工事法によらざるを得ず､より経費がかかるこ

とになるため､これは今後の課題として､とりあえず土地の高い場所(ヘスチンガ･ア

ルト)のみ施業すべきである｡

次に､当計画に必要な諸機械ならびに経費であるが､それらの機械類は魚類繁殖計画に

もほとんど重複して使用可能である｡よって､これらの二つの計画に使用できる機械類

を挙げている｡

以上の三つの計画は,パルジァの発展のために直ちに始めなければならない計画である｡

そこで､この計画の可能性､実現性等を検討するために,日本政府に技術専門家の派遣

をお願いするものである｡専門家によって実地の事情ならびに価格を調査し､過不足の

ない正確な金額を計上されたうえで,日本政府J ICAの援助をお願いする次第である｡
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アマゾンのパルジァ地帯の嵩上げ工事模式図
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